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理
想
の
フォ
ー
ム
に
近
づ
け
！

特集　みんなで実践。夏の節電

イノシシ防除事業をご活用ください

平成 22年度庄原市一斉学力調査結果から

庄原市まちづくり基本条例シンポジウム

国民年金保険料の免除制度があります

個人住民税併任徴収を実施します

思いやり駐車場制度が始まりました
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シリーズ庄原さとやま博

地域審議会委員を募集

安心・安全な毎日のために

健康広場「熱中症から身を守ろう！」

市政トピックス

カメラレポート

お知らせ

17
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28

上野総合公園陸上競技場で６月18日、小・中学生を対象にしたレベルアップスポーツ教室が開催され

ました。元中国電力陸上部の選手の走りを学ぶ姿は真剣そのもの。ここから未来のオリンピック選手が

誕生するかもしれません。（関連記事22ページ）
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甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。巨
大
地
震
に
よ
る
大

津
波
が
原
子
力
発
電
所
の
発
電・制
御
機
能
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。首
都

圏
へ
供
給
さ
れ
て
い
た
電
力
は
ス
ト
ッ
プ
。計
画
停
電
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

電
力
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
厳
し
い
状
況
に
な
って
い
ま
す
。ま
た
、全
国
に
あ

る
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
率
の
低
下
も
あ
る
こ
と
か
ら
、西
日
本
で
も
電

力
不
足
に
陥
る
と
言
わ
れ
て
は
じ
め
て
お
り
、電
力
供
給
の
あ
り
方
や
節

電
の
必
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、一年
の
う
ち
で
最
も
多
く
電
力
が
消
費
さ
れ
る
夏
場
を

迎
え
る
に
あ
た
って
、み
ん
な
で
実
践
し
た
い「
夏
の
節
電
」を
考
え
ま
す
。

特集

特集

み
ん
な
で
実
践 

夏
の
節
電

高
ま
る
電
力
需
要

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
電
力
は
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。近
年
の
住
宅
事
情
も
電
化
住
宅
が
増
加
す
る
な
ど
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
に
頼
る
比
重
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

夏
場
は
冷
房
で
消
費
電
力
量
が
ア
ッ
プ

　

暑
い
夏
、７
月
か
ら
９
月
の
平
日
は
冷
房
需
要
が
増
え

ま
す
。一日
の
中
で
は
14
時
ご
ろ
に
家
庭
を
含
む
全
体
の
電

力
需
要
が
最
も
大
き
く
な
り
ま
す
。そ
の
こ
ろ
の
消
費
電

力
は
、在
宅
世
帯
の
平
均
で
お
よ
そ
１
２
０
０
ワ
ッ
ト
。そ

の
う
ち
エ
ア
コ
ン
が
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
節
電
が
必
要
な
の
か
？

　

供
給
さ
れ
て
い
る
電
力
の
総
量
に
対
し
て
使
う
電
力
が

上
回
る
と
、そ
の
時
点
で
電
力
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
、大
規

模
な
停
電
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。電
力
供
給
に
不

安
が
あ
る
現
在
、こ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
も「
節

電
」が
何
よ
り
大
切
で
す
。

電
力
需
要
の
大
き
い
時
間
帯
を
避
け
る

　

家
庭
に
は
１
０
０
０
ワ
ッ
ト
を
上
回
る
電
気
製
品
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。消
費
電
力
の
大
き
い
電
気
製
品
は
、平
日

の
日
中（
９
時
か
ら
20
時
）を
避
け
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

デ
ー
タ
で
見
る

電
力
消
費

１

みんなで

実践 夏 節電の

エアコン
25.2％

エアコン
53.0％冷蔵庫

16.1％ 冷蔵庫
23.0％

その他
20.2％

その他 10.0％

照明機器
16.1％テレビ 9.9％
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衣類乾燥機 2.8％

食器洗い乾燥機
1.6％

年間の消費電力（全世帯平均）
夏の日中（14時ごろ）の
消費電力（全世帯平均）

出典：資源エネルギー庁推計　平成 16 年度電力需要の概要（平成 15 年度推定実績）

■家庭における用途別の電気使用量

■家庭で使用する主な電気製品の定格消費電力
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出典：資源エネルギー庁調べ
※これは定格消費電力の一例であり、実際の消費電力は、製品の種類、使用方法などにより異なります。

■夏期の１日の電力需要（最大需要発生日）
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　家庭にある電気製品すべてで節電を試みたいところですが、「いきなりそ
れはちょっとハードルが高い」と思われる方は、消費電力が多い機器４つに
絞って実践してみましょう。少しずつでも効果あり。家計の負担も軽減します。

今日から実践節電生活2
　家電は直接使用しなくても、機能維持のためやリモコンの操作信号をいつでも受けられる状態を保つために、電
力を消費しています。その割合は家庭の機器使用消費電力のうち、年間６％と見逃せない数字となっています。
　外出時や長期間使わない機器は、プラグを抜く習慣をつけておきましょう。コンセントからプラグを抜くだけで金額
に換算すると１台につき年間約２,５００円の節電になります。
　これから家電を買い換えようと思われる方は、省エネタイプのものを選びましょう。

見逃せない待機時消費電力

テレビ 冷蔵庫№2№4
　夏場は食品が傷みやすいので冷蔵庫は欠かせません。詰め込みすぎたり頻繁に開け閉めしたりすると
余分な電力を消費するので避けましょう。

　見たい番組がないのに、なんとなくつけていませんか？つけっぱなしにしたままほかのことをすると無駄に
電力を消費します。

○ものを詰め込みすぎない（詰め込んだ場合と半分にした場合の比較）
　→　４３.８４kWh、約９６０円の節約
○無駄に開閉せず、開け閉めは短時間で
　（５０回から２５回に。２０秒を１０秒に）
　→　１６.５０kWh、約３６０円の節約
○設定温度を「強」から「中」に
　→　６１.７２kWh、約１,３６０円の節約
○壁から適切な間隔をあけて設置（天井と両壁が接する場合と比較）
　→　４５.０８kWh、約９９０円の節約

○画面の明るさを適度に調節（画面の輝度を最大から中にする）
　→　ブラウン管の場合、２９.８９kWh、約６６０円の節約
○音を抑える（音量を最大から中にする）
　→　ブラウン管の場合、２.４６kWh、約５０円の節約
○見ないときは消す（１時間の短縮）
　→　ブラウン管の場合、３１.８６kWh、約７００円の節約
　　　液晶の場合、１５.００kWh、約３３０円の節約

消すときは主電源をOFFに 冷蔵庫を整理しよう

・食べ残したものや消費期限切れのものは捨てる
・調味料や缶詰など常温保存できるものは冷蔵庫に入れない

・リモコン待ちの状態でも電力を消費します。
・リモコンからではなく主電源を切る癖をつけましょう。

照明器具№3
　省エネ型の照明器具に取り替えるだけで節電効果大。うっかり照明の消し忘れがないように。

○省エネ型のものに取り替える
　（白熱電球５４Wから蛍光ランプ１２Wに）
　→　８4.00kWh、約１,８５０円の節約
○点灯時間を短くする（1日1時間短縮した場合）
　→　白熱電球の場合、１９.７１kWh、約４３０円の節約
　　　蛍光ランプの場合は、４.３８kWh、約１００円の節約

掃除をこまめにしよう

・照明のかさやカバーの汚れを取ることで明るさが増し、照度設定を１段階下げられます。

エアコン№１
　できれば扇風機で我慢したいところですが、無理をすると熱中症になる危険性もあるので、エアコンを上
手に使いましょう。

○室温は28℃を心がける（27℃から28℃に設定）
　→　30.24kWh、約 670円の節約
○必要なときだけつける（1時間の短縮）
　→　18.78kWh、約 410円の節約
○フィルターを月に1〜 2回は清掃する
　→　31.95kWh、約 700円の節約

室温を抑える工夫

・ドアや窓の開け閉めは少なくする　・カーテンやすだれなどで日差しを遮る
・扇風機を併用すると涼感アップ

※数字は 1台当たりの年間節
約電力と金額です
　kWh　１kWhとは、1kWの
電力量を 1時間続けたときの
消費電力量のこと。
１kW＝ 1000W。

冷房は 28℃に設定 ▼不必要な電灯は消す ▼

見ないときはテレビの電源OFF ▼

冷蔵庫は８割でとどめる▲
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ＬＥＤとは？
　ＬＥＤ（発光ダイオード）は、電流を
流すと光を発する半導体。小さくて軽い
うえ、寿命が長く消費電力が小さいので、
従来の白熱電球などと比べて電気代が安
く済みます。環境にもやさしく、省エネ
素材として注目されています。

ＬＥＤ防犯灯の特徴
①�管球の寿命が、蛍光灯型の約５倍（10
年）。
②�蛍光灯型に比べ、電気料が１基あた
り月に約 80 円安い。
③�二酸化炭素（ＣＯ２）排出量が削減で
きる（市内にある防犯灯をすべてＬ
ＥＤにすると年間約 12.8㌧の削減）。

庄
原
市
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
お
よ
び
取
替
え
補
助
制
度
を
創
設

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

地
域
で
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

34
　

ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

「
原
子
力
発
電
」が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
に

よ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
な
見
直

し
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、環
境
に

や
さ
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て「
太
陽

光
発
電
」に
注
目
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
と
は
？

　

太
陽
光
発
電
は
、屋
根
な
ど
に
太
陽
電

池
を
取
り
付
け
、太
陽
の
光
を
利
用
し
て

電
気
を
つ
く
り
ま
す
。環
境
に
や
さ
し
く
、

経
済
的
に
も
嬉
し
い
シ
ス
テ
ム
。太
陽
光
発

電
は
、発
電
時
に
二
酸
化
炭
素
や
排
気
ガ
ス

を
出
さ
ず
、騒
音
も
あ
り
ま
せ
ん
。環
境
に

と
て
も
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
。

　

た
だ
し
、太
陽
光
発
電
は
、晴
れ
の
日
以

外
は
あ
ま
り
発
電
で
き
な
く
な
り
、夜
間
は

発
電
が
で
き
ま
せ
ん
。電
気
が
不
足
す
る
分

は
、電
力
会
社
か
ら
購
入
し
て
使
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
下
図
参
照
）

　

市
は
、住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
さ
れ
る
方
へ
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
補
助
金
額　

シ
ス
テ
ム
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
３
万
５
千
円
で
上
限
は
14
万
円
。

省
エ
ネ
設
備
を
併
せ
て
整
備
す
る
と
、さ
ら
に
７
万
円
を
加
算
。

●
対
象
者　

市
内
に
在
住（
見
込
み
の
あ
る
方
を
含
む
）し
、市
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
。※
詳
し
く
は
、環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係（
☎
０
８
２
４

−

７
２

−

１
３
９
８
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

庄
原
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
設
置
事
業
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
の
ほ
か
に
も
、グ

ル
ー
プ
や
地
域
で
取
り
組
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

今
、市
内
の
自
治
会
な

ど
で
、地
域
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
す
る
取
り
組
み
が
広

が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、住
民
生
活
の
安
全
確
保
、地
球

環
境
対
策
、防
犯
灯
の
維
持
経
費
の
削

減
を
推
進
す
る
た
め
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

設
置
お
よ
び
既
設
防
犯
灯
を
取
り
換
え

る
住
民
自
治
組
織
に
対
す
る
補
助
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。

１　

庄
原
市
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

取
替
え
事
業
補
助
制
度

○
補
助
対
象
者

　

市
内
の
既
設
防
犯
灯
を
維
持
管
理
し

て
い
る
住
民
自
治
組
織（
自
治
振
興
区・

自
治
会
な
ど
）

○
補
助
要
件

　

市
内
に
防
犯
用
に
設
置
さ
れ
て
い
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
以
外
の
照
明
灯
を
、消
費
電
力
10

ワ
ッ
ト
以
下
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
換
え
る
こ
と

※
柱
の
取
り
換
え
経
費
は
除
く
。

※
平
成
21
～
22
年
度
に「
庄
原
市
防
犯

灯
設
置
補
助
制
度
」を
活
用
し
て
設
置

し
た
、設
置
後
２
年
を
経
過
し
て
な
い
も

の
を
除
く
。

○
補
助
金
額

　

取
り
換
え
に
要
す
る
経
費
で
、限
度

額
は
１
基
当
た
り
３
万
５
千
円
。

※
こ
の
補
助
制
度
は
本
年
度
限
り
で
す
。

○
申
請
受
付
期
限
　
８
月
31
日（
水
）

２　

庄
原
市
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

設
置
補
助
制
度

○
補
助
対
象
者

　

市
内
の
住
民
自
治
組
織（
自
治
振
興

区・自
治
会
な
ど
）

○
補
助
要
件

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
付
き
防
犯
灯
を
新
し

く
設
置
す
る
こ
と

※
た
だ
し
、平
成
21
～
22
年
度
に「
庄
原

市
防
犯
灯
設
置
補
助
制
度
」を
活
用
し

設
置
さ
れ
た
、防
犯
灯（
設
置
後
２
年
を

経
過
し
た
も
の
）に
つ
い
て
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
以

外
の
照
明
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新
し
た

初
回
分
に
限
り
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

○
補
助
金
額

　

１
基
当
た
り
の
設
置
に
必
要
な
経
費

の
３
分
の
２
以
内
で
、限
度
額
は
５
万

円
。

　

こ
の
補
助
制
度
の
創
設
に
伴
い「
庄
原

市
防
犯
灯
設
置
補
助
制
度
」は
廃
止
し

ま
し
た
。

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
４

庄原市自治振興区
連合協議会　会長

永
ながい

井　忠
ただし

司　さん

メ
リ
ッ
ト
2

停
電・
災
害
時
に
役
立

ち
ま
す
！

　

突
然
の
災
害
で
長
期
間
停
電
に

な
っ
た
場
合
で
も
、太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
に
備
わ
っ
て
い
る
自
立
運
転
機

能
を
活
用
す
れ
ば
電
力
が
使
え
ま
す

（「
自
立
運
転
コ
ン
セ
ン
ト
」を
備
え

付
け
て
い
る
場
合
）。テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
で
情
報
を
入
手
で
き
た
り
、携

帯
電
話
な
ど
の
充
電
、冷
蔵
庫
や
電
気

ポ
ッ
ト
な
ど
も
使
用
で
き
た
り
す
る

な
ど
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
と
て
も
役

立
ち
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
1

余
っ
た
電
気
を
売
る
こ

と
が
で
き
ま
す

　

太
陽
光
発
電
を
利
用
し
家
庭
で
作

ら
れ
た
電
力
の
う
ち
、自
宅
で
使
わ

な
い
で
余
っ
た
電
力
を
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

（
平
成
23
年
度
買
取
り
単
価
）42
円

で
10
年
間
電
力
会
社
に
売
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

☜ ☜

リサイクルプラザに設置の太陽光パネル

☀ ☁ ☂
発電パターン

朝 昼 夜 朝 昼 夜 朝 昼 夜

家庭内電力
消費パターン

太陽光発電でまかなっている部分
電力会社へ電気を買い取ってもらう分
電力会社から電気を買う分

出典：太陽光発電協会

　

防
犯
灯
は
、地
元
自
治
会
な
ど
が
維

持
管
理
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど

が
蛍
光
灯
型
で
、２
～
３
年
で
管
球
の
交

換
が
必
要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ま

で
無
償
だ
っ
た
取
り
換
え
作
業
が
本
年

４
月
か
ら
有
料
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

負
担
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
いっ
た
現
状
の
中
、他
市
の
事
例

を
ヒ
ン
ト
に
、防
犯
灯
の
交
換
に
対
す
る

補
助
制
度
の
新
設
を
連
合
協
議
会
と
し

て
市
に
要
望
し
、今
回
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
切

り
替
え
に
対
す
る
補
助
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、当
初
は
自
治
会
の
負
担

を
軽
減
す
る
目
的
で
し
た
が
、原
発
事
故

に
よ
る
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

中
、消
費
電
力
が
少
な
く
、環
境
に
や
さ

し
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
交
換
を
市
内
の

各
地
域
が
取
り
組
め
ば
節
電
効
果
も
大

き
く
、省
電
力
に
貢
献
も
で
き
る
取
り

組
み
だ
と
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
自
身
も
原
発
事
故
を
機
に
、テ
レ
ビ
の

電
源
を
抜
い
た
り
、庭
の
電
灯
の
点
灯
時

間
を
短
く
し
た
り
す
る
な
ど
小
さ
な
節

電
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
う
いっ
た
意

識
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
連
合
協
議

会
の
中
で
も
確
認
し
、防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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補
助
対
象
者

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
防
止
の

た
め
、有
害
鳥
獣
防
除
事
業
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
個
人
ま
た
は
地
域
。

申
請
手
続
き

　

10
月
31
日（
月
）ま
で
に
印
鑑・資
材
購
入

領
収
証・設
置
状
況
写
真
を
用
意
し
、林
業

振
興
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室・産

業
建
設
室
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
支
払
い

　

申
請
書
の
審
査・現
地
検
査
後
、指
定

の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

注
意
点

●
４
月
以
降
に
購
入・設
置
を
行
っ
た
も

の
が
対
象
で
す
。

●
電
気
牧
柵・ト
タ
ン
柵・ネ
ッ
ト・フェン
ス

な
ど
の
防
除
柵
の
設
置
は
、ガ
ー
ド
レ
ー

ル
な
ど
の
公
共
物
に
影
響
を
与
え
た
り
、

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う
。

●
捕
獲
柵
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
許
可

を
受
け
る
に
は
、わ
な
猟
の
狩
猟
免
許
が

必
要
で
す
。

※
各
農
業
共
済
組
合
に
も
水
稲
共
済

加
入
者
を
対
象
と
し
た
同
様
の
補
助
事

業
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、県
北
部

農
業
共
済
組
合（
☎
０
８
２
４

−

６
６

−

３
１
１
１
）、県
東
部
農
業
共
済
組
合

（
☎
０
８
４
７

−

６
２

−

３
２
３
０
）に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
Ｊ
Ａ
庄
原
各
営
農
セ
ン

タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
７

ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
室・産
業
建
設
室

補助概要

補助対象資材 補助率および金額

電気牧柵
トタン柵
ネット
フェンス

�原材料費の1/2 以内または60,000円のどちらか低い額
（同一年度１世帯当たり60,000円を限度）。
�地域で取り組む場合、原材料費の1/2 以内または地域の
世帯数×60,000円のどちらか低い額（同一年度地域の世帯数×60,000円が限度）。
経営面積が 2.6㌶以上の大規模農家は、同一年度 1世帯当たり120,000円が限度。

捕獲柵
�購入に要する経費の1/2 以内、1基当り80,000円が限度
（同一年度個人の場合 1基まで、地域の場合 3基までが限度）。

ご
み
の
分
別
も

節
電
効
果
あ
り

広
が
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

の
取
り
組
み

　

実
は
ご
み
の
分
別
を
き
ち
ん
と
す
る
こ

と
で
節
電
に
つ
な
が
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

　

私
た
ち
が
出
す
ご
み
は
、ご
み
処
理
施
設

で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
に
際
し
て一

定
の
電
力
を
使
って
い
ま
す
。

　

分
別
が
不
十
分
だ
と
そ
の
分
施
設
の
稼

動
時
間
が
増
え
る
た
め
、消
費
す
る
電
力
も

増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。き
ち
ん
と
分

別
さ
れ
て
い
れ
ば
、処
理
施
設
内
で
の
分
別

作
業
な
ど
無
駄
な
時
間
を
削
る
こ
と
が
で

き
、結
果
消
費
電
力
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、余
分
な
焼
却
が
減
れ
ば
焼
却
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
そ
の
分
減
り
、Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
も
削
減
で
き
ま
す
。

環境政策課

竹
たけうち

内　良
よしみつ

満  課長

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
、窓
全
体
に
張
り

巡
ら
せ
た
ネ
ッ
ト
に
、き
ゅ
う
り
や
ゴ
ー
ヤ
な

ど
の
ツ
ル
植
物
を
絡
ま
せ
て
窓
を
覆
う
も
の

で
す
。窓
か
ら
差
し
込
む
日
光
を
遮
り
、室

内
温
度
の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。ま
た
、植
物

の
蒸
散
作
用
で
周
囲
を
冷
や
す
効
果
も
あ

り
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
が
、全
国
の
企
業

や
学
校
な
ど
で
広
が
って
い
ま
す
。

市
役
所
で
も
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す

　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
屋
上
に
縦
15ｍ
、横

10ｍ
の
ネ
ッ
ト
を
設
置
。幅
に
合
わ
せ
て
設

置
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
14
種
の
ツ
ル
植
物
を

植
え
、５
月
17
日
の
設
置
か
ら
順
調
に
生
育

し
て
い
ま
す
。市
役
所
で
は
、こ
の
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、昼
休
憩
に

は
執
務
室
の
消
灯
や
パ
ソ
コ
ン
電
源
を
切
る

な
ど
、消
費
電
力
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　市は、本年度も有害鳥獣（イノシシ）防除
事業を実施しています。
　地域で取り組むこともできます。詳しくは
ご相談ください。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、夏
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
の
抑
制
対
策
が
日
本
全
国
で

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
平
成
18
年
度
に
環
境
基
本
条
例

を
制
定
し
、健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
の

確
保
と
将
来
に
わ
た
って
自
然
環
境
が
良

好
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
に
は
環
境
基
本
計
画
を
定

め
、市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所
な
ど
と
協

力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
は
、ま
ず
は
私
た
ち
の
日
ご
ろ
の

生
活
を
見
直
し
、無
理
な
く
無
駄
を
省

く
運
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

冷
房
温
度
を
28
度
設
定
に
す
る
、消

灯
を
徹
底
す
る
、電
化
製
品
を
エ
コ
製
品

に
す
る
、階
段
を
利
用
す
る
な
ど
、自
分

た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
や
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
、自
家
用
車
を
使
わ
ず
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
も
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
、み
ん
な
で
取
り
組
み
継
続
す

る
こ
と
で
、大
き
な
成
果
を
生
み
、地
球

温
暖
化
防
止
活
動
に
も
大
き
く
貢
献
で

き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

林業振興課林業振興係　
☎０８２４−７３−１２２７

イノシシ防除事業を
ご活用ください
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重点事項

『庄原版』学びのサイクル

学習の流れ

①学習課題を知る

②知識をしっかり
身に付ける

③思考を深める

④表現する

⑤まとめをする

⑥家庭学習をする

庄原市授業改善ポイント 「ひろしま」学びのサイクルを
参考にした庄原市の工夫

やる気にさせる
授業づくり
・授業はじめに、学習のめあ
てを明らかにし、興味がもて
るように工夫します。（教師）

言語活動を充実する
・教科のめあてを達成するた
めに、書いたり話し合ったり
する活動により、言語活動を
充実させます。（教師）

しっかり教える
・家庭学習を生かしながら効果的
に反復するなどして、知識をしっ
かり身に付けさせます。（教師）

はっきり表現させる
・相手に届く声で表現したり、話
し合いで考えを深めたりします。
（児童・生徒）

次の授業につなげる
・学ぶ意欲を起こさせる課題
や一人一人に応じた課題を出
し、次の授業につなげます。
（教師）

授業を振り返る
・めあてを達成できたか振り
返ります。（児童・生徒）

じっくり考えさせる
・思考をゆさぶる発問や切り返し
をします。（教師）
・ノートに自分の考えを書いたり、
以前の考えと変わったことを書い
たりします。（児童・生徒）

「確かな学力の育成」に向けて
～平成２２年度庄原市一斉学力調査の結果から～

　

市
内
の
小・中
学
校
で
は
、本
年
度
も「
確

か
な
学
力
」の
育
成
の
た
め
に
授
業
の
工
夫・

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
確
か
な
学

力
」と
は
、子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
て
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
基
礎
的・基
本
的

な
知
識・技
能
や
、そ
れ
ら
を
活
用
し
て
自

ら
考
え
、判
断
し
、表
現
す
る
力
で
す
。こ
の

「
確
か
な
学
力
」を
向
上
さ
せ
る
柱
と
し
て

市
は
①
基
礎
基
本
の
定
着
と
活
用
②
こ
と

ば
の
教
育
の
充
実
③
教
職
員
の
授
業
力
の

向
上
―
を
掲
げ
、研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

分
析
結
果
か
ら
授
業
改
善
へ

　

５
～
６
月
に
、庄
原
市
の
小・中
学
校
の
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
は
、

市
内
の
小・中
学
校
の
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

学
力
向
上
の
た
め
に
、庄
原
市
一
斉
学
力
調

査
な
ど
の
分
析
結
果
を
基
に
、児
童
生
徒
の

学
力
の
定
着
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
市
の
教
育
課
題
を

明
ら
か
に
し
、授
業
の
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。児
童・生
徒
た

ち
に
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
の

か
を
明
ら
か
に
し
、そ
の
た
め
の
授
業
改
善

の
方
法
を
考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、小
学
６
年
生
算
数
科
の
分
数

の
意
味
を
理
解
す
る
問
題
で
正
答
率
が
低

く
、分
数
の
計
算
を
行
う
問
題
は
、正
答
率

が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。ド
リ
ル
な
ど

を
活
用
し
計
算
の
手
順
は
身
に
付
い
て
い
る

も
の
の
、計
算
の
意
味
を
問
う
面
で
は
課
題

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
、授
業
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て

い
く
か
検
討
を
行
い
、生
活
に
関
わ
る
具
体

的
な
教
材
を
多
く
取 

り
入
れ
る
な
ど
、知

識・技
能
を
活
か
す
活
動
に
重
点
を
置
く
こ

と
が
必
要
だ
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、中
学
校
理
科
で
は
、今
ま
で
実
験

や
観
察
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
が
、予
想
と

結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
る
部
分（
考
察
）に

課
題
が
あ
る
こ
と
や
、理
解
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
に
、問
題
の
答
え
方
で
つ
ま
ず
い
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ

の
こ
と
か
ら
、実
験
デ
ー
タ
な
ど
を
丁
寧
に

理
解
す
る
こ
と
や
、問
題
を
じ
っ
く
り
読
む

力
を
育
て
る
授
業
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ

友だちの考え方について、付け加えて説明している児童

ノートに図や式をかいて問題の答えを考えている児童

ペアで話し合い、問題解決している児童

研修会で議論する教職員

教育指導課指導係　☎０８２４−７３−１１８４

と
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
は
、こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
各
教
科
で

実
施
す
る
と
と
も
に
、学
校
で
の
学
び
と
家

庭
学
習
と
を
関
連
付
け
た
授
業
方
式（
学

び
の
サ
イ
ク
ル
）を
確
立
し
な
が
ら「
確
か
な

学
力
」の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国語 社会 算数 理科

小
学
校

第 1学年 庄原市 84.1 90.2
全国 84.2 88.8

第 2学年 庄原市 89.1 82.2
全国 86.9 79.8

第 3学年 庄原市 71.7 71.7 78.0 79.9
全国 68.7 73.6 74.5 79.5

第 4学年 庄原市 71.9 81.3 79.0 77.8
全国 68.2 78.2 78.1 74.2

第 5学年 庄原市 75.9 76.8 77.3 81.2
全国 72.0 71.8 74.1 79.8

第 6学年 庄原市 80.2 71.3 74.8 75.3
全国 78.1 70.7 75.3 73.8

基　礎
（全学年平均）

庄原市 83.2 78.8 83.6 81.3
全国 80.1 76.8 81.7 79.1

活　用
（全学年平均）

庄原市 54.0 56.4 62.6 66.5
全国 54.8 56.6 61.1 67.3

国語 社会 数学 理科 英語

中
学
校

第 1学年 庄原市 70.8 66.1 66.9 52.5 77.3
全国 69.0 65.7 64.6 53.5 74.4

第 2学年 庄原市 71.2 61.4 61.5 58.3 63.3
全国 69.5 65.6 61.8 63.0 62.2

第 3学年 庄原市 71.4 59.1 55.1 58.5 62.5
全国 70.6 60.7 57.4 59.2 61.6

基　礎
（全学年平均）

庄原市 74.1 64.4 64.0 57.8 72.7
全国 72.4 66.6 64.4 60.0 71.5

活　用
（全学年平均）

庄原市 59.2 49.7 46.0 50.3 51.7
全国 58.5 49.2 45.0 51.7 48.5

庄原市小・中学校一斉学力調査の結果【全国正答率との比較】
平成 23年 1月12日〜 14日実施　全児童生徒が参加 （単位：％）
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目
標
は
住
み
よ
い
ま
ち

　

新
し
い
ま
ち
や
、暮
ら
し
を
つ
く
っ

て
い
く
手
法
の一つ
が「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」を
定
め
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
使
わ
れ
る「
ま
ち
」に

は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。建
物

や
道
な
ど
ハ
ー
ド
面
が
整
備
さ
れ
て

い
る「
街
」と
、保
健
、医
療
、福
祉
な

ど
の
ソ
フ
ト
面
が
充
実
し
て
い
る「
ま

ち
」で
す
。こ
の
二
つ
が
整
っ
て
い
る
ま

ち
が「
住
み
よ
い
ま
ち
」で
あ
り
、私

た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
目
標
と
す
る

「
ま
ち
」の
姿
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
チ
ー
ム
づ
く
り

　

市
役
所
も
議
会
も
市
民
も
皆
で

力
を
出
し
合
っ
て
こ
そ
ま
ち
づ
く
り

だ
と
考
え
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
を

野
球
に
例
え
る
と
、こ
れ
ま
で
は
行

政
と
議
員
だ
け
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ

レ
ー
し
、市
民
は
観
客
席
で
見
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、「
住
み
よ
い
ま
ち
」

を
つ
く
る
た
め
に
は
、市
民
も
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
降
り
て一
緒
に
プ
レ
ー
す
べ
き

で
す
。こ
の
チ
ー
ム
で
野
球
を
す
る

た
め
の
ル
ー
ル
が「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」で
す
。そ
れ
に
は
、選
手
で
あ

る「
行
政
」「
議
会
」「
市
民
」が
そ
れ

ぞ
れ「
何
を
す
る
の
か
」と
い
う
守
備

範
囲
を
確
認
し
見
直
す
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

市
民
が
力
を
発
揮
し
て
助
け
合
う

「
地
域
の
力
」「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」を
見

直
し
て
い
く
こ
と
や
、地
域
を
素
材・

テ
ー
マ
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

公
共
主
体
と
し
て
位
置

付
け
る
な
ど
、そ
う
いっ
た

市
民
力
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
も
大
切
に
な
り
ま

す
。

　

議
員
は
ま
ち
の
共
同
経

営
者
で
あ
る
と
い
え
る
の

で
、議
員
の
や
る
べ
き
こ
と

は
、ま
ち
に
出
て
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
と
議
論
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
楽
し
く
や
る

　

野
球
は
楽
し
く
や
る
。ま
ち
づ
く

り
は
楽
し
く
や
る
。自
分
た
ち
の
暮

ら
し
の
こ
と
で
す
。立
場
な
ど
の
違
い

も
あ
り
ま
す
が
、と
に
か
く
楽
し
く

や
る
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
条
例
を
大
切
に
育

て
て
い
く
こ
と
。つ
く
る
だ
け
の
条
例

に
な
っ
た
ら
も
っ
た
い
な
い
し
、そ
ん
な

こ
と
を
や
って
い
る
余
裕
は
な
い
と
思

い
ま
す
。皆
さ
ん
の
知
恵
を
大
い
に

活
か
し
て
つ
く
り
上
げ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

松
下　

皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
活
動

の
中
で
、ま
ず
は
課
題
を
聞
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

森
下　

サ
ロ
ン
の
利
用
者
は
、ほ
ぼ
全

員
が
女
性
で
す
。男
性
の
方
や
若
い

方
が
活
躍
す
る
場
面
を
つ
く
り
、他

地
域
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

馬
舩　

活
気
あ
る
地
域
に
し
な
が

ら
、自
分
の
経
営
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
を
模
索
し
て
い
ま
す
。活
気
あ

る
地
域
と
い
う
の
が
ブ
ラ
ン
ド
化
さ

れ
、ほ
か
の
産
地
に
は
な
い
差
別
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
若
い
世
代
は

思
って
い
ま
す
。

松
下　

ど
の
活
動
も
一
代
だ
け
で
終

わ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。次
の
世
代
に

つ
な
げ
、価
値
を
認
め
、魅
力
を
認

め
て
新
し
い
人
が
入
っ
て
く
る
循
環

の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
、持
続

可
能
な
ま
ち
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。条
例
の
素
案
づ
く
り
の
中
で
、そ

う
いっ
た
議
論
は
あ
り
ま
し
た
か
。

庄原市まちづくり基本条例 シンポジウム
～これからのしょうばらのために私たちができること～

　市は、市民と行政の協働のまちづくりを目指すた
め、「庄原市まちづくり基本条例（仮称）」の策定に
向けた取り組みを行っています。
　この条例を考えるシンポジウムを５月21日に庄原
市ふれあいセンターで開催しました。その内容を一
部抜粋して紹介します。

森
も り し た

下　優
ゆ う こ

子さん（東城町 東町自治振興区 文化部長）
自治振興区独自で 100 円サロンを実施。管理栄養士の資格を活かし、地域で高齢
者を支える活動を展開。

山
や ま う ち

内　文
ふ み お

雄さん（庄原市まちづくり基本条例策定委員会 副委員長）
策定委員会で条文素案ワーキンググループのリーダーを務める。庄原市社会福祉
協議会会長。

馬
ま ぶ ね

舩　純
じゅんいち

一さん（高野町あとつぎ会  会長）
トマト農家。他市の農業青年グループとの交流会や、庄原さとやま博の体験イベ
ントへの参加など積極的に活動を展開。

　　 松
ま つ し た

下　啓
け い い ち

一さん
　　　学校法人相模女子大学
　　　 人間社会学部社会マネジメント学科教授
　横浜市役所に 26 年勤務。その後、大阪国際大学法
政経学部教授を経て平成 20 年より現職。小田原市
や米子市など数多くの自治体の基本条例策定に向
けた取り組みを支援。

山
内　

ま
ず
は
実
態
を
知
って
関
心

を
持
つ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、そ
う

いっ
た
場
を
つ
く
り
な
が
ら
、市
民
一人

一
人
が
自
覚
す
る
も
の
だ
と
話
し
合

い
ま
し
た
。

松
下　

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
中
で

「
行
政
」と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

は
、ど
の
よ
う
な
議
論
に
な
り
ま
し

た
か
。

山
内　

市
民
も
市
職
員
も
自
覚
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。財
政

が
豊
か
な
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
は
事
実
で
す
。わ
れ
わ
れ

も
行
政
に
す
べ
て
お
任
せ
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、も
っ
と
積
極

的
に
参
画
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

議
論
を
し
ま
し
た
。

馬
舩　

行
政
の
方
か
ら
依
頼
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、僕
は
す
べ
て

受
け
て
い
ま
す
。そ
れ
が
地
域
の
た

め
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、こ
の
姿
を
後
輩
が
見
て
、が

ん
ば
っ
て
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
代
わ
り
、

僕
た
ち
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
行
政

が
助
け
て
く
れ
る
よ
う
な
パ
イ
プ
を

し
っ
か
り
と
つ
く
り
、共
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
下　

条
例
の
大
き
な
仕
組
み
と

し
て「
場
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
ね
。

場
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、感
じ
る
こ
と
や

考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

馬
舩　

高
野
町
で
は
中
国
横
断
道

尾
道
松
江
線
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。高
野
町
に
来
た
こ
と
の
な
い
人

も
、お
そ
ら
く
立
ち
寄
って
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。そ
の
時
の
た
め
に
、

私
た
ち
農
業
青
年
が
、高
野
の
良
さ

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
場
を
つ
く
り
た
い
。開

通
し
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、現
在
開

催
中
の
さ
と
や
ま
博
な
ど
の
機
会
を

経
験
し
、ゆ
く
ゆ
く
は
自
分
た
ち
だ

け
で
運
営
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。そ
れ
が
地
域
の
た

め
に
な
って
い
け
ば
い
い
と
思
って
い
ま

す
。

森
下　

自
治
振
興
区
で
も
、私
た
ち

の
小
さ
な
活
動
に
よ
っ
て
足
場
を
固

め
る
こ
と
で
、だ
ん
だ
ん
と
大
き
な
絆

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。ま
ず
は
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
の

で
、声
の
掛
け
合
え
る
関
係
か
ら
。そ

ん
な
や
さ
し
い
地
域
に
な
り
つつ
あ
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

松
下　

こ
れ
が
あ
れ
ば
、場
づ
く
り

や
仕
組
み
の
具
体
化
が
進
む
と
い
う

提
言
が
あ
り
ま
す
か
。

森
下　

自
治
振
興
区
組
織
は
男
性

中
心
で
、女
性
が
少
な
く
若
い
方
も

少
な
い
。も
ち
ろ
ん
年
配
の
経
験
者

も
必
要
で
す
が
、若
い
人
が
自
由
に

活
動
し
、女
性
が
元
気
を
出
し
て
く

れ
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
内　

原
則
の一つ
に
、男
女
共
同
参

画
を
挙
げ
て
い
ま
す
。地
域
の
中
で

ま
だ
ま
だ
男
女
共
同
参
画
に
な
っ
て

い
な
い
と
い
う
女
性
委
員
の
意
見
を

受
け
て
、条
例
素
案
の
中
に
入
れ
ま

し
た
。ま
た
、市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、市
民
の「
集

う
場
」が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。行

政
へ
の
陳
情
、要
望
の
場
に
す
る
の
で

は
な
く
、自
分
が
主
役
と
し
て
主
体

で
考
え
る
場
、そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
い
く
場
。そ
し
て
、

市
役
所
内
部
に
横
断
的
に
地
域
を

見
る
こ
と
が
で
き
、市
職
員
の
皆
さ

ん
も
市
民
と
同
じ
目
線
で
話
し
合

え
る
よ
う
な
組
織
が
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
い
う
議
論
も
し
ま
し
た
。

松
下　

市
民
、議
会
、市
職
員
が一緒

に
な
っ
て
考
え
れ
ば
、い
ろ
ん
な
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

苦
労
も
わ
か
り
ま
す
。市
民
が
か
か

わ
っ
て
い
く
委
員
会
は
、要
望
や
要

求
の
た
め
で
は
な
く
、自
分
た
ち
が

ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
れ
る
場
で
あ

り
、さ
ら
に
は
行
政
が
横
断
的
に
か

か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
べ
き
で
す
ね
。

第
１
部　

基
調
講
演

ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
っ
て
な
に
？

第
２
部　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

～
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
策
定
に
向
け
て
～

パ
ネ
リ
ス
ト

森下　優子さん

山内　文雄さん

馬舩　純一さん

講師

コーディネーター　松下啓一さん

自治振興課自治振興係　☎０８２４−７３−１２０９
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保
健
医
療
課
国
保
年
金
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
８

三
次
年
金
事
務
所　
　
　
　

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

３
１
０
７

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま

た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。　

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
だ
か
ら

と
いっ
て
、未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
や
、い
ざ
と
い
う
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
放
置
せ
ず
、お
気
軽
に
保
健
医
療
課
ま

た
は
三
次
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。保

険
料
の
免
除
制
度

　

前
年
所
得
が
一
定
以
下
ま
た
は
失
業
な

ど
で
収
入
が
少
な
く
保
険
料
が
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
、保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
室
で
申
請
し
、年
金
事
務
所
で

審
査・承
認
を
受
け
る
と
、保
険
料
の
全
部

ま
た
は
一
部
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。後

日
は
が
き
で
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
審
査
は
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に

行
わ
れ
ま
す
の
で
、免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
期
間
は
、前
年
中
の
所
得
が
確
定
し
た
後

の
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。現
在
、免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
も
引
き
続
き
免
除・猶
予
を
希
望
す
る

場
合
は
、７
月
以
降
に
改
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。（
継
続
審
査
対
象
者
は
除
く
）

※
失
業
・
災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
り

免
除
を
希
望
す
る
方
は
、特
例
措
置
が
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。免

除
申
請
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳

○
印
鑑（
本
人
が
自
書
す
る
場
合
は
不
要
）

国
年

民
金

■保険料免除の種類

免除の種類 保険料 所得審査
の対象者

審査対象者一人当たりの審
査基準（一人一人審査し、全員
が以下の金額の範囲内の所得
である場合に承認されます）

老齢基礎年金の
障害基礎年金
遺族基礎年金
受給資格期間受給資格

期間には 年金額の計算には

①全額免除 月額０円
申請者本人
配偶者
世帯主

(扶養親族等の数＋1)
×35万円＋22万円 ○入ります

○免除区分に応じ
た割合で算入され
ます

○入ります

②若年納付猶予
（20〜 29歳）

保険料納付を猶
予します。10 年
以内に追納する
と通常に納付し
たことになりま
す。

申請者本人
配偶者

(扶養親族等の数＋1)
×35万円＋22万円 ○入ります ×算入されません ○入ります

③一部納付
　1/4 納付 月額 3,760円

申請者本人
配偶者
世帯主

78万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額等 ○入ります

○免除区分に応じ
た割合で算入され
ます

○入ります

④一部納付
　半額納付 月額 7,510円

申請者本人
配偶者
世帯主

118 万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額等 ○入ります

○免除区分に応じ
た割合で算入され
ます

○入ります

⑤一部納付
　3/4 納付 月額 11,270円

申請者本人
配偶者
世帯主

158 万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額等 ○入ります

○免除区分に応じ
た割合で算入され
ます

○入ります

注意!!　③、④、⑤の一部納付を承認された場合は、減額後の保険料を納付しないと『未納』という扱いになります。

個
人
住
民
税
併
任
徴
収
を
実
施
し
ま
す

　

市
は
、７
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で
、

広
島
県
職
員
２
人
を
市
職
員
に
併
任（
※

1
）し
、市
税
務
課
職
員
と
連
携
し
て
、個

人
住
民
税
を
中
心
と
し
た
市
税
な
ど
の
滞

納
整
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

税
金
を
自
主
的
に
納
付
す
る
こ
と
は
、憲

法
に
定
め
ら
れ
た
国
民
の
義
務
で
す
。市
の

歳
入
金
を
確
保
し
納
税
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
も
、毅
然
と
し
た
滞
納
整
理（
※
2
）

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、市
税
な
ど
の
滞
納
者
に
対
し
て
督

促
状
、催
告
書
な
ど
の
文
書
催
告
や
訪
問

催
告
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
自

主
的
に
納
付
し
な
い
方
に
は
、各
種
財
産
の

調
査
や
財
産
差
し
押
さ
え
な
ど
の
強
制
徴

収
を
行
って
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、新
た
に
住
居
や
店
舗
な

ど
の
捜
索
や
車
両
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、動
産・

税
務
課
収
納
係
・
徴
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
４
５

　

本
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

新
成
人
を
祝
い
た
い
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
15
日（
月
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

■
内　

容

【
受　
　

付
】９
時
30
分
～

【
式　
　

典
】10
時
～

【
記
念
行
事
】10
時
35
分
～

 

落
語
家
の
林
家
ひ
ろ
木
さ
ん
に
よ
る
落

語
会

【
記
念
撮
影
】11
時
35
分
～

対
象
者　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
、市
内
在

住
ま
た
は
庄
原
市
出
身
の
人
。

　

祝
賀
パ
ー
テ
ィ

　
（
成
人
式
実
行
委
員
会
主
催
）

　

時
間　

12
時
30
分
～（
成
人
式
終
了
後
）

　

会
場　

庄
原
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

参
加
費　

３
０
０
０
円
程
度

申
し
込
み

　

対
象
者
に
は
、７
月
中
旬
以
降
に
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
人
に
は
案
内
状

が
送
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、生
涯
学
習
課
ま

た
は
各
支
所
教
育
室
へ
事
前
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○ 

現
在
、庄
原
市
に
居
住
し
て
い
る
が
、

庄
原
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

○ 

庄
原
市
出
身
で
、庄
原
市
以
外
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人

○ 

７
月
15
日
以
降
に
、庄
原
市
に
転
入

（
住
民
登
録
）す
る
人

そ
の
他

　

西
城
町・
東
城
町・口
和
町・
高
野
町・

比
和
町・総
領
町
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
を

運
行
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
８

ま
た
は
各
支
所
教
育
室

平
成
23
年
度
庄
原
市
成
人
式　

８
月
15
日
開
催

不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
の
滞

納
処
分（
※
3
）を
行
い
、滞
納
整
理
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
併
任
徴
収
は
、主
に
納
付

折
衝
が
困
難
な
滞
納
案
件
や
、不
動
産
公

売
な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、事
情
に
よ
り
市
税
な
ど
を
納
期
限

内
に
納
付
が
で
き
な
い
な
ど
、納
付
の
こ
と

で
お
困
り
の
方
は
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、税

務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
係
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
用
語
解
説
】

※
1　

併
任

今
回
の
場
合
は
、広
島
県
職
員
が
、一定
期
間

市
職
員
の
辞
令
を
受
け
、双
方
の
身
分
を
併

せ
持
つ
こ
と

※
2　

滞
納
整
理

納
付
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
市
税

な
ど
を
徴
収
す
る
た
め
の
事
務
手
続
の
総

称※
3　

滞
納
処
分

滞
納
者
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
強
制
的
に

徴
収
す
る
手
続
の
こ
と

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と

き
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

滞納整理のフローチャート（例であり、必ずしもこのとおりに進行しない場合があります）

賦
課（
納
税
通
知
書
の
送
付
）

納
期
限

納
付
な
し

納
付
な
し

納
付
な
し

納
付
な
し

納
付
な
し

差
押
実
施

完

　納

完

　納

完

　納

完

　納

完

　納

完

　納

不
履
行

納
付
誓
約
・
分
割
納
付

文
書
催
告

訪
問
催
告
・
電
話
催
告
な
ど

財
産
調
査
・
差
押
予
告

換
価
手
続（
差
押
え
た
財
産
を
お
金
に
換
え
る
こ
と
）

督
促
状
の
送
付（
納
期
限
か
ら
20
日
以
内
）

納

　付

本
年
度
の
保
険
料
は

月
額
１
５
、０
２
０
円
で
す

　

保
険
料
は
、将
来
、満
額
の
年
金
を

受
け
と
る
た
め
に
も
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
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広
島
県
は
、公
共
施
設
や
商
業
施
設
な

ど
に
設
置
さ
れ
た
身
体
障
害
者
等
用
駐
車

区
画（
車
椅
子
マ
ー
ク
の
あ
る
駐
車
区
画
）の

適
正
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、７
月
１
日

か
ら「
広
島
県
思
い
や
り
駐
車
場
利
用
証

交
付
制
度
」を
始
め
ま
し
た
。

　
制
度
の
概
要

　

特
定
の
障
害
者
や
要
介
護
の
高
齢
者
な

ど
に「
利
用
証
」を
交
付
し
、「
利
用
証
」を

お
持
ち
の
方
が
乗
車
し
た
車
の
み
、「
思
い
や

り
駐
車
場
」と
し
て
登
録
さ
れ
た
駐
車
区

画
に
駐
車
で
き
る
制
度
。

　
利
用
方
法

①
申
請
窓
口
で「
利
用
証
」の
交
付
を
受
け

ま
す
。

②「
利
用
証
」を
交
付
さ
れ
た
方
が
乗
車
し

て
い
る
車
を「
思
い
や
り
駐
車
場
」に
駐
車

し
ま
す
。

③
駐
車
中
は「
利
用
証
」を
車
の
ル
ー
ム
ミ

ラ
ー
に
掛
け
ま
す
。

「
思
い
や
り
駐
車
場
制
度
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　対象者

範　　　　　　　囲 申請に必要なもの 申請窓口
問い合わせ

身体障害者

視覚 1級〜4級

身体障害者手帳
社会福祉課
☎ 0824-73-1210
または
各支所市民生活室

平衡機能 3級〜5級

肢体
上肢 1級・2級
下肢 1級〜6級
体幹 1級〜5級

脳原性
上肢機能 1級・2級
移動機能 1級〜6級

心臓・腎臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸・
免疫・肝臓

1級〜4級

知的障害者 Ⓐ・A 療育手帳
精神障害者 1級 精神保健福祉手帳

難病患者 （小児慢性）特定疾患医療受給者 （小児慢性）特定疾患
医療受給者証

保健医療課
☎ 0824-73-1255
または
各支所市民生活室

妊産婦
妊娠 7カ月〜産後 1年 6カ月
（産後は 1歳 6カ月までの乳幼児同伴
時のみ）

母子健康手帳

けが人など けがなどでつえ等の補そう具を必要とす
る人など

医師の診断書・意見書、
公的機関の証明書など

高齢者 要介護度１〜５ 介護保険被保険者証

高齢者福祉課
☎ 0824-73-1167
または
各支所市民生活室

商工観光課　☎０８２４−７３−１１７７

開 催 中

の新観光キャンペーン！
　

庄
原
市
観
光
協
会
連
合
会
は
、こ
の
夏
、

庄
原
市
の
強
み
で
あ
る
夏
の
涼
し
い
気
候
を

生
か
し
た
夏
の
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル「
避

暑
地
庄
原
市
」の
定
着
を
目
指
し
て「ｅｃｏ

涼（
エ
コ
り
ょ
う
）キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は「
自
然
が
生
み
だ
す

ｅｃｏ
涼
を
求
め
て
庄
原
へ
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、庄
原
さ
と
や
ま
博
夏
の
ニュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
、ポ
ス
タ
ー
、市
内
各
地
で
開
催
さ

れ
るｅｃｏ
涼
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
広
く
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
す
。

　

６
月
15
日
、ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
で
記
者

会
見
を
開
き「ｅｃｏ
涼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
大

き
く
Ｐ
Ｒ
。

　

ポ
ス
タ
ー
の
モ
デ
ル
役
に
起
用
し
た「
し
ょ

う
ば
ら
山
ガ
ー
ル
」の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

岡
佳
奈
さ
ん
と
フ
リ
ー
リ
ポ
ー
タ
ー
井
上
恵

津
子
さ
ん
が
同
席
し
、ポ
ス
タ
ー
撮
影
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
感
想
を
語
って
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、広
島
登
山
研
究
所
ア
ウ
ト
ド
ア
企

画
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
今
村
み
ず
ほ
さ
ん
が
、

庄
原
の
山
の
魅
力
を
写
真
を
交
え
な
が
ら

紹
介
。今
村
さ
ん
は「
比
婆
山
連
山
は
自
然

が
美
し
く
登
山
道
も
美
し
い
。日
帰
り
で
楽

し
め
る
山
と
し
て
西
日
本
の
山
ガ
ー
ル
の
聖

地
と
い
わ
れ
る
六
甲
山
を
し
の
ぐ
の
で
は
」

と
話
し
、観
光
客
を
大
い
に
呼
び
込
め
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
そ
の
価
値
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

　

６
月
16
日
、三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン（
三

次
市
）で
庄
原
市
の
魅
力
を
発
信
す
る

番
組「
み
つ
け
体
験・
再
発
見
庄
原
さ
と

や
ま
巡
り
」が
ス
タ
ー
ト
。１
回
５
分
間
の

番
組
を
１
週
間
で
計
42
回
、６
月
30
日
ま

で
放
送
し
ま
し
た
。三
次
市
内
の
視
聴
者

１
万
３
千
２
０
０
世
帯
へ
向
け
、庄
原
市
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
庄
原
さ
と
や
ま
博
夏
の
体
験

メ
ニュ
ー
、イ
ベン
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、し
ょ
う
ば
ら
山
ガ
ー
ル
の
井

上
恵
津
子
さ
ん
の
案
内
で
、帝
釈
峡
の
白
雲

洞
や
東
城
の
ま
ち
な
み
な
ど
、ｅｃｏ
涼
を
体

験
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
は
、地
元
ガ
イ

ド
の
森
永
真
由
美
さ
ん
も
登
場
し
、パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
噂
さ
れ
る
日
本
ピ
ラ
ミ
ッ
ド「
葦

嶽
山
」と
尾
根
続
き
に
あ
る「
鬼
叫
山
」を

散
策
し
た
様
子
を
放
送
。

　

葦
嶽
山
に
初
め
て
登
っ
た
井
上
さ
ん
は

「
巨
石
群
に
圧
倒
さ
れ
た
。感
じ
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、一
度
は
巨
石
巡
り
を
し
て

も
ら
い
た
い
」と
語
って
い
ま
す
。

　

番
組
は
動
画
投
稿
サ
イ
ト「
Ｙ
o
u 

Ｔ
u
b
e（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）」で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

http://www.youtube.com/user/KIYOYUZO

　

８
月
28
日（
日
）に
ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
で

「
山
フ
ェス
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」を
開
催
し
ま
す
。

　

秋
の
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ァッ
シ
ョン
シ
ョ
ー
や
山

ヨ
ガ
体
験
、比
婆
山
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
ア
ウ
ト
ド
ア
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
中
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、庄
原
市
観
光
協
会
連
合

会（
☎
０
８
２
４

−

７
５

−

０
１
７
３
）ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://shobara-satoyam
a.jp/

夏
「
し
ょ
う
ば
ら
山
ガ
ー
ル
」誕
生
！

暑
い
都
会
を
離
れ
て
、涼
し
い
庄
原
へ

三
次
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で　
　
　

さ
と
や
ま
博
を
Ｐ
Ｒ

庄
原
さ
と
や
ま
博
夏
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

「
山
フ
ェ
ス
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ 

Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」開
催
決
定
！ キョロやまくんと山ガールがそろってPR

※代理の方が利用証を受
け取る場合は、代理の方の
身分証明書（運転免許証
など）を提示してください。
※申請・問い合わせは、広
島県地域福祉課（☎０８２−
５１３−３１４２）でも受け付け
ています。

車のルームミラーに掛けます。
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企
画
課
企
画
調
整
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
８

地
域
審
議
会
委
員
を
募
集

　

市
は
、地
域
住
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ

せ
、き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
、旧
市
町
ご
と
に
地
域
審
議

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
審
議
会
で
は
、新
市
建
設
計
画
の

変
更
や
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
お
け
る
事
業

の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、市
長
の
諮
問

に
応
じ
て
審
議
す
る
ほ
か
、審
議
会
で
必
要

と
認
め
る
要
望
事
項
な
ど
、市
長
に
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
地
区
の
審
議
会
委
員
は
、公
共
的
団

体
の
役
職
員
、学
識
経
験
の
あ
る
者
、一般
公

募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
方
々
で
、各
地
区
15

人
以
内
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、第
３
期
委
員
の
任
期
が
本
年

８
月
末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、次
期
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

●
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、満
20
歳
以

上
の
人

●
委
員
に
な
ろ
う
と
す
る
地
域
審
議
会
の

地
域
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

募
集
人
数

●
各
地
区
地
域
審
議
会
に
３
人
程
度（
う

ち
２
人
以
上
は
女
性
）

●
任
期　

２
年

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、持
参・郵
送・フ
ァッ
ク
ス・電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。応
募
用
紙
は
、企
画
課
ま
た
は
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
限

８
月
５
日（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）

選
考

　

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、原
則
、抽

選
に
よ
り
委
員
を
選
考
し
ま
す
。

そ
の
他

１　

会
議
開
催
の
都
度
、市
が
定
め
る
報
酬

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

２　

応
募
の
際
に
寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報

は
、本
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。な
お
、決
定
者
は
氏
名・年
齢
な
ど

を
公
表
し
ま
す
。

３　

こ
れ
ま
で
に
他
の
審
議
会
な
ど
を
含

め
、公
募
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

４　

会
議
は
年
１
回
以
上
開
催
し
ま
す
。

（
本
年
度
は
２
回
開
催
予
定
）

問
い
合
わ
せ・応
募
先

企
画
課
企
画
調
整
係

ま
た
は
各
支
所
企
画
調
整
室

安
心・安
全
な

毎
日
の
た
め
に

庄
原
警
察
署

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

０
１
１
０

ち
ょっ
と
待
っ
た
！
そ
の
振
り
込
み

　

息
子
を
名
乗
っ
て
電
話
を
か
け
て
き

た
男
に「
無
断
で
会
社
の
金
を
株
に
投
資

し
て
損
失
を
出
し
た
」な
ど
と
言
わ
れ
、

多
額
の
現
金
を
振
り
込
ん
で
だ
ま
し
取

ら
れ
る
と
い
う「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」事

案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、同
様
の
手

口
の
詐
欺
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」は
詐
欺

で
す
！

　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」「
風
邪
を

ひ
い
て
声
が
お
か
し
い
」と
い
う
電
話
は

詐
欺
で
す
。こ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
た

ら
、す
ぐ
に
１
１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。

落
ち
着
い
て
本
人
に
確
認
を

　

相
手
の
言
っ
た
電
話
番
号
で
は
な
く
、

元
の
番
号
に
電
話
を
か
け
て
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

振
り
込
む
前
に
誰
か
に
相
談
を

　

す
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
、家
族
や
警
察

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
ぶ
な
い
よ

　
　
い
そ
ぐ
き
も
ち
が

じ
こ
の
も
と
」

広
島
県
夏
の
交
通
安
全
運
動

　
　

７
月
11
日（
月
）～
20
日（
水
）

　

子
ど
も
と
高
齢
者
に
対
す
る
思
い
や

り
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
引
き
続

き
①
飲
酒
運
転
の
根
絶
②
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進
③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト・チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
―
を

重
点
に
し
た
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

シリーズ　No. 06
保健医療課
☎ 0824-73-1155

備北ななつか病院

庄原赤十字病院

東城病院

西城市民病院

☎0824-75-2070

☎ 0824-72-3111

☎ 08477-2-2150

☎ 0824-82-2611

院長　花岡　奉憲

院長　中島浩一郎

院長　増原　　章

院長　郷力　和明

内科
内科・外科・皮膚科

内科・循環器科・脳神経外科・小児科・外科・整形
外科・皮膚科・泌尿器科・婦人科・眼科・耳鼻咽喉
科・麻酔科・放射線科・リハビリテーション科

内科・外科・整形外科・婦人科・精神科・脳神経
外科・歯科・放射線科・リハビリテーション科

肛門外科・人工透析内科

　当院は、113 床の医療型療養病床の病院です。療養病
床の中でも、より病状の重い患者さんに対する施設とし
て、人員配置を厚くしています。患者さんのほとんどが庄
原・三次の方で、地域の皆さんの療養をお手伝いしてい
ます。関連施設に 3カ所のデイサービスがあり、連携を
図っています。当局の指導監査を遵守して適切な医療を
行っています。身体障害手帳の申請や医療費の減免措置
など、行政との連携を重視して総合的にサポートします。

　当院は、市内唯一の総合病院として年間 1万件を超え
る救急患者に対応し、最新の高度医療機器を駆使した
高レベルの医療提供に努めています。将来にわたって
備北地域の拠点病院としての役割を果たすため、医療ス
タッフの確保、育成に努めるとともに、病院機能のさらな
る充実を図るため再来年度の完成を目指した増改築工
事を進めています。今後も、人道・博愛・奉仕の赤十字精
神に基づき、皆さんの健康、医療、福祉をお守りします。

　当院は、患者さんが求める医療の姿を模索しながら継
続的な改善に取り組んでいます。主な対象が高齢者のた
め、病院が治療の場であることに加え、生活の場として充
実していることが重要です。患者さんに、自宅にいるよう
な気分を感じていただけるよう努めています。外来診療
は、地元の皆さんの要望に応えるべく新しい医療技術の
習得に努め、「かかりつけ医」としての役割を果たしてい
きたいと思います。

　当院は、中山間地域における医療を守るべく、一般外

来の機能を保ちながら、高齢者医療・福祉（介護老人保

健施設）の推進に取り組んでいます。健診業務、訪問診

療、訪問看護、訪問リハビリ、デイサービス、通所リハビ

リなどの在宅介護サービスを充実させ、保健・医療・福

祉・介護の一体的連携を図る地域包括ケアを推進して、

地域の皆さんの健康と安心・安全を守っています。

庄原
地域

庄原
地域

東城
地域

西城
地域

市民の安心と健康を守る医療機関
こぶしの里病院 庄原同仁病院
☎08477-2-5255 ☎ 0824-72-7300

内科・皮膚科・婦人科
内科・外科・整形外科
泌尿器科・眼科・透析

　医療法人社団光仁会（広島市）が平成 12年 11月に開
院し11 年目を迎えました。当院では、入院病棟 24 床を
確保、急性期・亜急性期に対応しており、東城町・西城町・
神石高原町・新見市などの地域医療の拠点として、医師・
職員一丸となって取り組んでいます。当院の基本方針で
ある「地域社会への貢献」「安全確実な医療の実施」を堅
持し、近隣医療機関との連携を密に高齢化社会における
医療と介護の提供に引き続き努めていきます。

　病舎を取り巻く緑は、青竹色から萌黄色、常盤色へと変
わり、今は雨期を彩る紫陽花が出番を待っています。養生
するのに恰好の場所だと自負しています。大阪大学総長
の鷲田清一氏の考えを引用すると、ケアとは「人間の関
係性を希薄にして、ただそこに在ること」を肯定すること
にあるようです。要するに、人間の関係性を突き詰めると
いうことになるそうです。緑は心の色であるとか、とりどり
緑が何か暗示を与えてくれているように思うのですが。

院長　檜田　　毅 院長　村尾　文規

庄原
地域

東城
地域
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健康 広場
KENKO  HIROBA

熱中症から身を
守ろう！

　

今
年
も
、蒸
し
暑
い
時
季
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。皆
さ
ん
、熱
中
症
対
策
は
考
え
て
い

ま
す
か
？

■
熱
中
症
と
は

　

人
間
の
身
体
は
、蒸
し
暑
い
環
境
に
長
く

い
た
り
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
し
た
り
す
る
と
、

汗
を
か
い
て
体
内
に
た
ま
っ
た
熱
を
放
散
し

ま
す
。こ
の
と
き
水
分
や
塩
分
を
補
給
し
な

い
ま
ま
汗
を
か
き
続
け
る
と
、脱
水
症
状
や

ナ
ト
リ
ウ
ム
不
足
に
陥
り
、体
液
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。さ
ら
に
、発

汗
に
よ
る
熱
の
放
散
の
働
き
が
限
界
に
達
す

る
と
、や
が
て
体
温
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、体
温

調
節
が
で
き
な
く
な
り
、命
に
か
か
わ
る
深

刻
な
障
害
を
招
き
ま
す
。こ
う
し
た
症
状

を
総
称
し
て「
熱
中
症
」と
呼
び
ま
す
。

■
こ
ん
な
時
は
要
注
意
！

熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
い
環
境

■

気
温
、湿
度
が
高
い
と
き
■

　
「
汗
を
か
く
こ
と
＝
水
分
の
蒸
発
」に
よ
っ

て
体
を
冷
や
し
ま
す
。湿
度
が
高
い
と
、せ
っ

か
く
汗
を
か
い
て
も
蒸
発
せ
ず
体
温
調
節

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■

風
が
な
い
と
き
■

　

汗
は
空
気
の
流
れ
が
あ
る
と
き
ほ
ど
蒸

発
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

■

急
に
暑
く
な
っ
た
と
き
■

　

暑
い
日
が
続
く
と
身
体
が
慣
れ
、体
温
を

一
定
に
す
る
働
き
が
向
上
し
水
分
や
塩
分

も
失
い
に
く
く
な
り
ま
す
。

■
日
差
し
や
照
り
返
し
が
強
い
と
き
■

　

日
差
し
を
直
接
受
け
た
り
、照
り
返
し
な

ど
で
間
接
的
に
受
け
た
り
す
る
と
赤
外
線

の
影
響
を
受
け
、体
温
が
上
昇
す
る
要
因
と

な
り
ま
す
。

■
予
防
法
は

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

　
の
ど
の
渇
き
が
あ
る
と
き
は
、す
で
に
脱
水

が
始
ま
っ
て
い
る
証
拠
。渇
き
を
感
じ
る
前
に

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。水
だ
け

で
は
血
液
中
の
塩
分
濃
度
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く

な
る
の
で
、ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
で
補
給
し
ま

し
ょ
う
。ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
量
を
増
や
し
、脱
水

症
状
を
助
長
す
る
の
で
要
注
意
で
す
。

こ
ま
め
に
休
息
を
と
る

　

農
作
業
な
ど
の
屋
外
作
業
は
朝
夕
の
涼

し
い
時
間
帯
に
し
ま
し
ょ
う
。30
分
以
内
の

昼
寝
も
効
果
的
で
す
。

白
っ
ぽ
い
服
装・帽
子
を
着
用

　

屋
外
で
は
、赤
外
線
を
吸
収
し

に
く
い
白
っ
ぽ
い
色
の
服
や
帽
子

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。首
の
後
ろ

側
を
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
冷
や

す
と
体
温
を
下
げ
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　

室
内
で
も
多
く
熱
中
症
は
発
生
し
て
い

ま
す
。エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

無
理
を
し
な
い

　

睡
眠
不
足
で
疲
れ
が
た
ま
っ

て
い
た
り
、夏
風
邪
、夏
バ
テ
な

ど
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
時
は
、

熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。睡

眠
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
な
ど

体
調
管
理
も
重
要
で
す
。

■
特
に
注
意
が
必
要
な
方

高
齢
者

　

熱
中
症
患
者
の
約
半
数
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
。熱
さ
を
感
じ
に
く
く
汗
を
か

き
に
く
い
、の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な

る
、体
温
調
節
機
能
が
低
下
す
る
な
ど
、熱

中
症
に
な
り
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。

乳
幼
児

　

体
温
調
節
機
能
が
未
発
達
な

た
め
熱
中
症
に
な
る
危
険
度
が
高

い
と
い
え
ま
す
。わ
ず
か
な
時
間
で
も
停
車
中

の
車
内
な
ど
に
放
置
す
る
こ
と
は
厳
禁
で
す
。

肥
満
の
方

　

脂
肪
は
熱
を
伝
え
ま
せ
ん
。特
に
皮
下
脂

肪
の
厚
い
方
は
、皮
膚
の
表
面
か
ら
熱
を
逃

す
作
用
が
弱
く
な
り
ま
す
。

■
対
処
法
は

　

応
急
処
置
は「
涼
し
い
場
所
に
移
す
」「
着

衣
を
緩
め
、身
体
を
冷
や
す
」こ
と
が
基
本

で
す
。意
識
が
あ
り
可
能
で
あ
れ
ば
、ス
ポ
ー

ツ
飲
料
な
ど
を
飲
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

比和支所市民生活室
加藤  智恵子  専門員

商 工
観 光 課

女 性
児 童 課

人
と
人
と
の
よ
り
よ
い
関
係
を

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
講
座

４
日
間
で
延
べ
２
３
５
７
人
が
庭
を
見
学

さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
見
学
会

　

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
５
月

23
日
、同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
１
年
生
約
１
７
０
人

を
対
象
に「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、県
東
部
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防

止
の
た
め
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
ひ
ろ
し
ま
」の
谷
元
絢

子
さ
ん
と
奥
野
し
の
ぶ
さ
ん
が
講
師
と
な

り
、ま
ず
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
彼
と
の
関
係
に
悩
む
女

子
高
校
生
が
主
役
の
ミ
ニ
ド
ラ
マ
を
視
聴
。

　

そ
の
後
、ド
ラ
マ
の
場
面
の
中
か

ら
、①
自
分
に
聞
か
ず
に
ア
ル
バ
イ

ト
の
予
定
を
勝
手
に
決
め
た
彼
女

に
怒
り
出
す
②
彼
女
の
携
帯
電
話

か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
先
輩
男
性
の

ア
ド
レ
ス
を
無
断
で
削
除
す
る
③

無
理
や
り
キ
ス
を
迫
る
―
と
いっ
た

彼
の
行
為
を
取
り
上
げ
、「
彼
女
は

ど
ん
な
気
持
ち
が
し
た
の
か
」「
そ

れ
ぞ
れ
の
行
為
は
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に

あ
た
る
の
か
」に
つい
て
、学
生
か
ら

意
見
を
求
め
、会
場
全
体
で
考
え

て
い
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
お
二
人
は「
大
好
き
な

相
手
か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
と

『
好
き
』と
い
う
気
持
ち
と『
怖

い
』と
い
う
気
持
ち
の
間
で
、と
て

も
混
乱
し
た
精
神
状
態
に
な
る
」

と
話
し
、「
も
し
友
だ
ち
か
ら
相
談
を
受
け

た
ら
、そ
の
人
の
つ
ら
い
気
持
ち
を
し
っ
か
り

聴
い
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。そ
し
て
Ｄ
Ｖ
の
相

談
窓
口
に
相
談
を
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。

　

※
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、恋
人
か
ら
の
身
体

的
、精
神
的
、経
済
的
、性
的
暴
力
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

真剣に耳を傾ける学生たち

　

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的

に
昨
年
８
月
に
結
成
し
た「
し
ょ
う
ば
ら
花

会
議
」が
、市
内
を
舞
台
に
試
験
的
に
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
21
日・22
日
、６
月
11
日・12
日
の
わ

ず
か
４
日
間
で
、公
開
さ
れ
た
庭
11
カ
所

に
市
内
外
か
ら
延
べ
２
３
５
７
人（
実
数
約

６
０
０
人
）が
見
学
。参
加
者
か
ら
は「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」「
癒
や
さ
れ
た
」「
秋
も
楽

し
み
」と
いっ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
佐
藤
浩
子
さ
ん
は「
い
た
だ
い

た
意
見
を
参
考
に
、秋
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

に
向
け
て
案
内
マッ
プ
の
作
成
や
お
す
す
め

コ
ー
ス
の
設
定
、タ
ク
シ
ー
会
社
や
宿
泊
施

設
と
の
共
同
企
画
な
ど
、趣
味
の
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
が
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
な
取

り
組
み
に
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
」で
は
、一
般
公
開

し
て
い
た
だ
け
る
お
庭
を
募
集
し
て
い
ま

す
。問
い
合
わ
せ
は
、商
工
観
光
課
内「
し
ょ

う
ば
ら
花
会
議
事
務
局
」（
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
８
）ま
で
。

花と緑に囲まれくつろぐ参加者
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南一誠さんの歌で庄原ご長寿音頭披露

保 健
医 療 課

生 涯
学 習 課

保 健
医 療 課

危 機
管 理 課

口
和
に
広
が
る

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

乳
が
ん
講
演
会
開
催

迅
速
な
初
動
体
制
の
確
保
と
的
確

な
体
制
の
実
現
を
目
指
す

ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
と
水
防
対
策
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
携

み
ん
な
が
元
気
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
健
康
福
祉
ま
つ
り

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
学
ぶ

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

市
と
ブ
レ
ス
ト
ケ
ア・ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ⅰｎ
庄
原
実
行
委
員
会
は
５
月
12

日
、口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で「
乳
が
ん
予

防
講
演
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、乳
が
ん
患
者
友
の
会「
き
ら
ら
」

世
話
人
の
金
田
有
美
子
さ
ん
が「
輝
く
私
で

あ
る
た
め
に
」と
題
し
て
講
演
。金
田
さ
ん

は
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
、乳
が
ん
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
や
早
期
発
見・早
期
治
療

の
大
切
さ
を
、参
加
し
た
42
人
に
や
さ
し
く

力
強
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、口
和
健
康
づ
く
り
の

会（
代
表  

門
野
康
江
さ
ん
）が
中
心
と
な

り
和
や
か
に
進
行
。今
後
は
、同
実
行
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
り「
乳
が
ん
を

防
ぎ
い
の
ち
を
守
る
運
動
」を
地
域
に
広
げ

る
活
動
を
行
って
い
き
ま
す
。

　

ブ
レ
ス
ト
ケ
ア・ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ⅰｎ
庄
原
実
行
委
員
会
の
森
本
静
美
さ
ん

は「
口
和
健
康
づ
く
り
の
会
が
加
わ
り
活
動

の
広
が
り
を
感
じ
て
い
る
。こ
の
運
動
が
市

全
体
に
広
が
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

打ち合わせのようす

講演する金田さん

　

市
は
、災
害
発
生
時
の
初
動
体
制
を
確

保
す
る
た
め
、株
式
会
社
ウ
ェ
ザ
ー
ニュ
ー
ズ

と
水
防
対
策
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
提

携
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、市
の
地
域
特
性
や
過

去
の
災
害
情
報
、地
域
防
災
計
画
な
ど
を

分
析
し
作
成
さ
れ
た「
水
防
体
制
指
標（
ど

う
い
う
体
制
を
と
れ
ば
い
い
か
）」の
提
供
を

受
け
ま
す
。そ
の
判
定
に
は「
ウ
ェ
ザ
ー
リ

ポ
ー
ト（
同
社
携
帯
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

気
象
に
関
す
る
情
報
）」や
、「
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
レ
ー

水防対策支援サービスの一画面

歯科相談コーナーに列

　

上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
で
６
月
18

日
、「
庄
原
市
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

陸
上
競
技
教
室・指
導
者
講
習
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
こ
の
教
室
に
、市

内
の
小
学
生
67
人
、中
学
生
29
人
、一般
５
人

の
計
１
０
１
人
が
参
加
。

　

参
加
者
は
あ
ら
か
じ
め
競
技
ご
と
に
分五十嵐さん（右から２人目）から指導を受ける子どもたち

　

健
康
と
福
祉
を
考
え
る「
健
康
福
祉

ま
つ
り
」を
５
月
28
日
、庄
原
市
保
健
セ
ン

タ
ー
、総
合
体
育
館
周
辺
を
主
会
場
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、約
２
０
０
０
人
が
来
場
。今
回
は
、健
康

長
寿
庄
原
音
頭
制
作
委
員
会
が
作
成
し
た

「
庄
原
ご
長
寿
音
頭
」を
歌
手
の
南
一
誠
さ

ん
が
ス
テ
ー
ジ
で
初
披
露
し
、振
り
付
け
を

ダ
ー
（
６
秒
に
１
回
の
更
新
頻
度
で
高
度

２
千
㍍
以
下
の
地
表
付
近
で
発
生
す
る
現

象
を
ほ
ぼ
即
時
で
観
測
で
き
る
レ
ー
ダ
ー
）」

が
活
用
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、局
地
的

短
時
間
強
雨
や
集
中
豪
雨
の
発
生
を
検
知

し
、注
意
報
に
依
存
し
な
い
適
切
な
体
制
を

と
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

市
は
引
き
続
き
、災
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
の
諸
条
件
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

考
案
し
た
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
協
会
の
メ
ン

バ
ー
が
輪
に
な
って
踊
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、健
康
チ
ェッ
ク
、歯
科
相
談
、

体
力
チ
ェッ
ク
、整
体
や
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
の
無
料
体
験
な
ど
、こ
の
ま
つ
り
な
ら
で
は

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
行
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、障
害
者
施
設
や
共
同
作
業
所

な
ど
市
内
で
活
躍
し
て
い
る
団
体
の
パ
ネ
ル

展
示
、ス
テ
ー
ジ
で
は
口
和
エ
ン
ジ
ェル
ス
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
や
県
立
広
島
大
学
ダ
ン
ス
部
の
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、ち
び
っ
子
に
大
人
気
の
バ

ル
ー
ン
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、笑
顔
あ
ふ
れ

る一日
と
な
り
ま
し
た
。

か
れ
、元
中
国
電
力
陸
上
競
技
部
副
主
将

の
五
十
嵐
範
暁
さ
ん
、梅
木
蔵
雄
さ
ん
、財

団
法
人
広
島
陸
上
競
技
協
会
専
務
理
事
の

東
川
安
雄
さ
ん
な
ど
総
勢
15
人
の
講
師
か

ら
、体
の
使
い
方
や
基
本
動
作
、練
習
法
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

短
距
離
走
に
参
加
し
た
安
部
龍
正
く
ん

（
高
野
中
１
年
）は「
こ
う
い
う
め
っ
た
に
な

い
機
会
で
教
え
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
。今

日
習
っ
た
こ
と
を
生
か
し
て
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、本
年
度

10
月
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、１
月
に
ス
キ
ー
を
行

う
予
定
で
す
。
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　小奴可保育所の 3歳から 5歳の園児 45人が 5月
19日、地域の田んぼを借りて田植え体験を行いまし
た。
　田んぼに入った園児たちは横一列に並び、吉川由
基子所長のかけ声に合わせ呼吸をそろえてもち米の
苗を植えていきました。園児たちは「まっすぐ植える
のは難しいなあ」と慣れない田んぼに悪戦苦闘しな
がらも、皆で力を合わせて 2.5㌃を約 1時間かけて

植えました。
　八幡保育
所では、恒例
の山野草茶
づくりに取
り組みまし
た。
　3 歳 か ら
5 歳の園児
11 人 は 5
月 24 日、地

域にある山野草の自生地で、くまざさ、ふじ、あけび
を採取。「これがお茶になるんよね」「おいしいよね」
と楽しみながら次々と集めていました。
　集めた山野草を保育所へ持ち帰り、園児がはさみ
で細かく切り、蒸したものを手でもみ、その後、2週
間ほど乾燥させ、ホットプレートで煎

い

って出来上が
りました。出来上がった山野草茶は、給食やおやつの
時間に大切に飲んでいます。

REPORT1自然体験で心と体を育む
小奴可・八幡保育所で食育の取り組み

　西城温水プール「水
す い む

夢」で6月5日、水夢フェスティ
バルが開催され、幼児から大人までの約 100 人が、24
種目の水泳競技でタイムを競い合いました。
　今回は、「水夢」利用者の幅を広げることを目的に、普
段から利用している団体や利用者などで実行委員会を
結成。5年ぶりの開催となりました。
　競技の合間には、わんぱくキッズエアロによるエアロ
ビックダンスや県立広島大学水泳部によるパフォーマン
スなどアトラクションも充実。幼児と保護者が水の中で
触れ合うベビースイミング教室では「水がこわい」と幼
児が泣き出し、観客がプールサイドから励ます一幕も見
られました。屋外の芝生広場では「西城の食と特産品」
をテーマに、手打ちそばや健康野菜ジュースなどのバ
ザーも設けられ、来場者は楽しいひと時を過ごしていま
した。
　表彰台に立った小学生の一人は「メダルをもらってと
ても励みになった。もっと水泳をがんばりたい」と声を弾
ませていました。

REPORT2金メダル目指して水しぶき！
第 8回水夢フェスティバル

▲みんなどろんこに

▲ささの葉を摘み取る園児

▲勢いよく飛び出す選手たち

　ひろしま「山の日」県民の集いが 6月5
日、県内 9市町 10会場で開催されました。
　このイベントは、山や森の大切さを多くの
人に知ってもらおうと始まったもので、今回
で節目となる10回目を迎えました。
　庄原会場となった板橋町の「板橋さとや
ま学びの森」には、親子連れなど約 230 人
が参加。チェーンソーを使って枯れマツなど
を除伐する里山の手入れ講座や自生植物
や樹木などの観察会、伐採した樹木を使っ
たコースター作りなどの体験プログラムに
チャレンジしていました。野外ステージでは
板橋小学校の児童による太鼓の演奏やポ
ニーの乗馬体験なども行われ、子どもたち
の歓声がこだましていました。
　参加者は、たっぷりの自然を体全体で感
じながら、さとやまの一日を楽しんでいまし
た。

REPORT3さとやまの大切さを体で感じる一日
ひろしま「山の日」県民の集い

チェーンソーの目
立て（刃をとぐ）を
学ぶ参加者

▲

▲遊歩道周辺の
樹木を観察

▲リズムに合わせて植えていく参加者

　高野町の上湯川自治会が 5月 28 日、
「泥落とし会」として昔懐かしい伝統の
作業田植えを行いました。
　この行事は、4月の自治振興区の再編
で自治会が発足したのを契機に十数年
ぶりに行われたものです。
　当日は、台風 2号が接近するあいにく
の雨模様の中、子どもから大人まで自治
会員約 40 人が参加。田んぼに入った参
加者は一列に並び、田植え唄のうた声と
太鼓の調子に合わせ、約 10 アールの水
田を 1時間かけて植えていきました。
　参加者は「昔はこうやってみんなで毎
日植えていた」などと、地域の昔話で盛
り上がっていました。
　上湯川自治会の森山茂隆会長は「次回
は未定だが、この伝統文化を受け継いで
ほしい」と話していました。

REPORT4昔懐かしい作業田植えの伝承
上湯川自治会が泥落とし会
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カメラレポート
ぐるっと庄原。Camera Report
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　総領自治振興区下領家自治会が、地域の休耕畑を活
用したサツマイモの栽培に力を入れています。
今年で 2年目となるこの取り組みは、庄原農業協同
組合の呼びかけで始めたもので、芋焼酎の原料になる
「紅あずま」を作付け育てます。昨年は、3.5㌃へ作付け
ましたが、猛暑の影響で収穫量が少なかったため、収
穫量のアップを目指して今年は作付面積も 7㌃に広
げました。
　5月 22 日、地域住民約 20 人が参加して行われた
畝つくりでは、地元農家の皆さんが指導役となり、管
理機を利用した耕うんや畝つくり、マルチ張りなど
を協力して行いました。6月３日に苗の植え付けを完

了。同自治会はこのほか
そばやネギの栽培も行う
など、みんなで共同作業
を楽しんでいます。
　自治会長の稲迫健二さ
んは「来年春、廿日市で行
われる蔵祭りにみんなで
行き、出来上がった焼酎
をぜひ飲みたい」と意気
込んでいました。

　ヨガ・ピラティス講座が口和文化ホールヒューマン
ライツで始まりました。

　口和自治振興区と市が主催するこの講座は、今年で
５年目。心と体をほぐす「ヨガ」と、筋肉を鍛え体のゆ
がみを治す「ピラティス」を組み合わせて行うもので、
年齢に関係なく参加できます。
　初日の 5月 10 日には子ども 3人を含めた 27 人
が参加。インストラクターの上本一恵さんの指導のも
と、癒やしの音楽を聴きながら、体を動かしたり体を
伸ばしたりして、ほどよい汗を流しました。
　講座は 9月 20日までの毎月第 1・第 3火曜日に行
われ、事前申し込みは不要で、いつからでも自由に参
加できます。

REPORT8 REPORT5今年こそ収穫アップ
下領家自治会が休耕畑に芋の植え付け

自分の体に合わせてゆっくり運動
ヨガ・ピラティス講座がスタート

　高野町内にある
事業所や団体など
が対抗して競う「職
域ソフトボール大
会」が６月 19 日、
高野スポーツ広場
など町内３つの施
設を会場に開催さ
れました。
　この大会は、今年
で 43 回目を迎え

る歴史ある大会です。
　当日は１３チーム約 200 人が参加。中国横断道尾
道松江線の工事関係者チームも参戦し、熱戦が繰り広
げられました。
　各会場では、笑いを誘う珍プレーや思わぬ好プレー
が飛び出すなど、各チームとも普段とは違った仲間の
活躍に大いに盛り上がっていました。
　主催した市体育協会高野支部野球部の白根徹也部
長は「皆さんの協力で今年も開催することができた。
この歴史ある大会を今後も続けていきたい」と話して
いました。

　ひまわりバスを描くイベントが 6月3日、備北交通㈱
本社屋横広場で行われました。
　このイベントに庄原幼稚園の園児 38人が参加。画用
紙とクレヨンを手にした園児たちは、約 30 分かけて思
い思いに「ひまわりバス」を描いていました。
　備北交通㈱の脇本和男社長は「園児の皆さんに描い
てもらった絵をひまわりバスに掲示すれば、乗客の方に
喜んでもらえるではと思い企画した。園児の皆さんにも
ひまわりバスに親しんでもらえてよかった」と話していま
した。
　園児が描いた絵 39点は6月6日〜 20日の間、ひま
わりバス車内に掲示され、乗客の目を楽しませていまし
た。
　ひまわりバスは市が運行を依頼する循環バスで、庄原

市街地の主要な公共施設や病院、ショッピングセンター
を毎日11便循環運行しています。

REPORT9 REPORT6梅雨の合間に白球でリフレッシュ
高野地域職域ソフトボール大会

描いて乗せて出発進行！
ひまわりバスを庄原幼稚園児が描く

　比和総合運動公園野球場広場横で6月12日、第 1
回福田頭山開きが開催されました。
　ひろしま百山に選ばれている福田頭は、標高 1252㍍
のブナ樹林帯が広がる手つかずの自然が残る山として、
多くの登山愛好家に人気がある山です。
　当日は、曇りのち雨というあいにくの天気でしたが、こ
の安全祈願祭に広島市や雲南市などからも多くの登山
愛好家が訪れました。
　ボランティアガイド、公共の宿かさべるでの木元勲壮さ
んが、参加者を案内。参加者は「福田頭の魅力にひかれ
た」「途中から雨だったけど来てよかった。次は昇竜の滝
まで行ってみたい」などと声を弾ませていました。

　主催した福田頭山開き実行委員会の会長岸田訓さんは
「登山をしながらの滝巡りや空気のおいしさなど自然を
皆さんに満喫してほしい」と話していました。

　社団法人庄原法人会（三宅康文会長）は5月30日、設立
20周年記念事業の一環として、昨年度の児童用傘に続き、
熊よけの鈴 850個を市教育委員会に寄贈しました。
　現在、市内での熊の目撃や足跡確認などの情報は11件
（今年 1月から5月末まで）という状況となっており、三宅
会長は「少しでも子どもたちが安全に通学できるように役立
ててほしい」と話していました。
　寄贈された熊よけの鈴は、希望のあった各小学校へ配布
され有効に活用されています。

REPORT 10

REPORT7

登山者の安全を祈願して
第 1回福田頭山開き

熊よけの鈴で安全に通学を
社団法人庄原法人会が熊よけの鈴を寄贈

▲リラックスしてゆったりと運動

▲白熱した試合が展開

手際よく作業を進める参加者

▲

▲みんながんばって描きました

▲目録を辰川教育長に手渡す三宅会長（左）▲安全祈願のようす
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お
し
ら
せ
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information

ミ
ニ
神
楽
公
演

　

ミ
ニ
神
楽
公
演
は
、県
内
の
神

楽
を
気
軽
に
観
賞
し
て
も
ら
お

う
と
広
島
県
が
主
催
し
開
催
す

る
も
の
で
、県
内
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

庄
原
市
で
は
、広
島
交
響
楽

団
と
の
共
演
で
知
ら
れ
て
い
る
北

広
島
町
の「
山
王
神
楽
団
」が
出

演
し
ま
す
。土つ

ち

ぐ

も

蜘
蛛・八や

ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇

な
ど
の
勇
壮
華
麗
な
舞
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

田
森
保
育
所
の
園
児
た
ち
も

出
演
し
、か
わ
い
い
演
技
を
披
露

し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

と
き　

７
月
17
日（
日
）14
時

と
こ
ろ　

 

庄
原
市
民
会
館

※
観
覧
に
は
整
理
券
が
必
要
で

す
。（
庄
原
市
民
会
館
で
配
布
）

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
９

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

４
２
４
２

『
京
都
大
学
交
響
楽
団
』 

演
奏
会
開
催

　

５
年
前
に
来
庄
し
て
大
好
評

を
得
た『
京
都
大
学
交
響
楽
団
』

の
再
来
で
す
。今
回
も
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
よ
り
身
近
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、低
料
金
で
開

催
し
ま
す
。

　

団
員
１
１
０
人
に
よ
る
壮
大

な
演
奏
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

岡
山
県
在
住
の
小
学
６
年
生

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト『
福
田
廉

之
介
』さ
ん
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
や
、交
響
楽
団
の
演
奏
に

よ
る
高
小
学
校
５
年
生
の
合
唱

も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

８
月
22
日（
月
）

18
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料　

１
５
０
０
円

高
校
生
以
下
は
無
料（
要
整
理

券
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
の
託
児

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
）

前
売
券
発
売
所

庄
原
市
民
会
館
、ジ
ョ
イ
フ
ル
、

ザ・ビ
ッ
グ
、食
彩
館
ゆ
め
さ
く

ら
、三
次
サ
ン
グ
リ
ー
ン
、Ｃ
Ｃ
プ

ラ
ザ

問
い
合
わ
せ　

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

４
２
４
２

帝
釈
理
科
講
習
会

　

自
然
科
学
の
研
究
の
場
に
適

し
た
国
定
公
園
帝
釈
峡
で
理
科

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と
き

８
月
２
日（
火
）～
３
日（
水
）

と
こ
ろ

帝
釈
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

内
容

▼
１
日
目

９
時
～
15
時
30
分

○
講
義「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
生
態
と
保
護
」

日
本
魚
類
学
会
会
員

広
島
県
野
生
生
物
保
護
検
討
会

専
門
委
員　

内
藤　

順
一
さ
ん

○
実
習「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
巣
、カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の
観

察
」

▼
２
日
目

９
時
30
分
～
15
時
20
分

○
講
義「
広
島
県
植
物
相
に
関
す

る
最
近
の
話
題
」

広
島
市
植
物
公
園
栽
培
・
展
示
課

長　

世
羅　

徹
哉
さ
ん

○
実
習「
帝
釈
に
自
生
す
る
植
物

の
観
察
」

参
加
費

一
般　

�

２
千
円

60
歳
以
上
シ
ル
バ
ー
会
員

�

１
千
円

※
中
・
高
校
生
は
不
要

申
し
込
み
方
法

　

参
加
申
込
書
に
よ
り
７
月
25

日（
月
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

帝
釈
理
科
講
習
会
事
務
局（
東
城

教
育
室
内
）

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
２
１
１

FAX
０
８
４
７
７

−

２

−

５
０
０
２

時
悠
館
の
催
し

●
庄
原
実
業
高
等
学
校
写
真
部

作
品
展

　

第
34
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
写
真
部
門
文
部
科
学
大

生

活

相

談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
肢
体
］　
７
月
21
日（
木
）

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４

−

６

−

１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

人
権
相
談
（
特
設
）

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

７
月
19
日（
火
）・８
月
２
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

８
月
４
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き　

８
月
10
日（
水
）

９
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

７
月
21
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童

課
子
育
て
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

７
月
22
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

市
民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
３
１

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

◆［
庄
原
地
域
］

○
身
体　

８
月
８
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆［
比
和
地
域
］

○
身
体
・
知
的

８
月
２
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所（
三
次

市
十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

と
き　

７
月
19
日（
火
）・８
月
９
日（
火
）

13
時
～
14
時
30
分

○
エ
イ
ズ
検
査・相
談

　

検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

８
月
10
日（
水
）

13
時
～
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

５
１
８
１

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談

　

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債

務
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
、解
決
の
た
め
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日（
祝

日
、年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
８

催

　

し

街
角
コ
ン
サ
ー
ト
＆

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

街
角
コ
ン
サ
ー
ト
は
、広
島
県

が
主
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、皆

さ
ん
に
気
軽
に
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音

楽
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

庄
原
市
で
は
、毎
月
恒
例
の
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
併
せ
て
開
催

し
ま
す
。

　

今
回
は
、庄
原
市
出
身
の
伊

達
万
浩
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

広
島
交
響
楽
団
の
四
人
が
美
し

い
旋
律
を
奏
で
ま
す
。

　

プ
ロ
の
音
楽
を
気
軽
に
聴
け

る
良
い
機
会
で
す
。皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

と
き　

７
月
25
日（
月
）

12
時
15
分
～

と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

出
演
者

伊
達　

万
浩（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

青
山　

朋
永（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

伊
達　

真
帆（
ヴ
ィ
オ
ラ
）

遠
藤　

和
子（
チ
ェロ
）

曲
目

と
な
り
の
ト
ト
ロ
、ア
ン
パ
ンマ
ン
の

マ
ー
チ
、エ
ト
ピ
リ
カ
、見
上
げ
て

ご
ら
ん
夜
の
星
を　

な
ど

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
９

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

４
２
４
２

山王神楽団

伊達万浩さん

京都大学交響楽団

臣
賞
受
賞
の「
悠
悠
人
」（
春
田

真
実
さ
ん
撮
影
）ほ
か
30
点
を

展
示
し
ま
す
。

と
き

７
月
17
日（
日
）～
８
月
30
日（
火
）

●
公
開
講
座

　

里
山
の
産
業
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
座
で
す
。

と
き　

７
月
30
日（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

講
師

中
越　

利
夫
さ
ん（
時
悠
館 

所
長
）

演
題

「
製
鉄
遺
跡
の
調
査
あ
れ
こ
れ
」

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７

−

６

−

０
１
６
１
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人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

と
き　

７
月
22
日（
金
）

18
時
30
分
～

と
こ
ろ　
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
師　

梶か
じ
も
と本　

淑よ
し
こ子
さ
ん

演
題「
被
爆
体
験
を
次
世
代
に

伝
え
た
い
」

　

梶
本
さ
ん
は
、高
等
女
学
校

３
年
生
だ
っ
た
14
歳
の
時
、爆
心

地
か
ら
約
２・３
キ
ロ
㍍
離
れ
た

動
員
先
の
工
場
で
、飛
行
機
の
プ

ロ
ペ
ラ
部
品
を
作
る
作
業
中
に

被
爆
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
３

サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ
ス
タ
ー
展

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
展
は
、原
爆
被

害
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
と
平
和

の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、被
爆

に
よ
る
白
血
病
で
亡
く
な
っ
た

佐
々
木
禎
子
さ
ん
の一生
を
中
心

に
、戦
時
下
の
子
ど
も
た
ち
の
生

活
、原
爆
の
犠
牲
と
な
っ
た
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
な
ど
を
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま

す
。こ
の
機
会
に
平
和
な
未
来

に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、会
場
内
で
は
折
り
鶴

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　
８
月
１
日（
月
）～
12
日（
金
）

８
時
30
分
～
19
時

と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

※
最
終
日
の
12
日（
金
）は
13
時

ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
２
３

募

　

集

七
塚
原
自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ

高
原
の
家
七
塚
イ
ベ
ン
ト

　

キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
し
て
人

間
関
係
づ
く
り
、自
然
と
の
共

生
、野
外
生
活
の
知
恵
、生
き
る

力
を
学
び
ま
す
。

と
き　
８
月
７
日（
日
）～
13
日（
土
）

６
泊
７
日

対
象　

 

小
学
３
年
～
６
年
生

指
導
者　

日
本
自
然
観
察
指
導

員
お
よ
び
高
原
の
家
七
塚
ス
タ
ッフ

参
加
費　

８
千
円

定
員　

 

50
人

申
込
締
め
切
り
日

７
月
20
日（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
原
の
家
七
塚

☎
０
８
２
４

−

７
５

−

２
０
３
３

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

親
子
探
検
隊

　

夏
休
み
だ
！
み
ん
な
集
合
！

キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
昆
虫
観

察
と
動
物
の
ね
ぐ
ら
を
探
ろ
う

と
き　
７
月
23
日（
土
）～
24
日（
日
）

対
象
者

小・中
学
生
と
そ
の
保
護
者

参
加
費

親
子（
大
人
１
人・子
ど
も
１
人
）

１
組　

�

１
万
円

追
加
１
人
ご
と　

３
千
５
０
０
円

募
集
組
数　

20
組

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
し
い

内
容
は
、申
込
者
に
別
途
ご
案

内
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
公
園
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４

−

８
４

−

２
０
１
１

放
送
大
学
学
生
募
集

　

本
年
度
第
２
学
期（
10
月
入

学
）の
放
送
大
学
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、学
位
取
得
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、自
己
実
現
な

ど
生
涯
学
習
を
目
指
す
方
を
応

援
し
ま
す
。

　

多
彩
な
約
３
０
０
科
目
の
中

か
ら
、好
き
な
科
目
を
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。授

業
料
の
負
担
も
少
な
く
、広
島

学
習
セ
ン
タ
ー
庄
原
教
室
で
の

受
講
や
、Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送・ス

カ
パ
ー
！
Ｓ
Ｄ
な
ど
を
利
用
し
、

自
宅
で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
べ
ま
す
。

４
年
以
上
在
学
し
て
、１
２
４
単

位
以
上
を
修
得
す
る
と
卒
業
と

な
り
、「
学
士（
教
養
）」の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

　

各
種
資
格
に
必
要
な
単
位
も

取
得
で
き
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、８
月
31
日（
水
）

（
学
園
本
部
必
着
）ま
で
。イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
出
願
も
で
き

ま
す
。放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ouj.ac.jp/

か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
か
ら
は
、Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す（
テ
レ

ビ
２
３
１ｃ
ｈ
、ラ
ジ
オ
５
３
１ｃ

ｈ
）。

　

現
行
の
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
ス

カ
パ
ー
！
Ｓ
Ｄ
で
の
放
送
は
来
年

３
月
末
で
終
了
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、生
涯
学
習
課（
☎

０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
８
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ

の

他

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
は
、７
月
31
日（
日
）

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日（
月
）か
ら
有
効
と

な
る
新
し
い
保
険
証
を
７
月
下

旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
世
帯
主

宛
に
発
送
し
ま
す
。８
月
１
日

以
降
に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

す
る
際
は
、新
し
い
保
険
証
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。ま
た
、有
効
期

限
の
切
れ
た
保
険
証
は
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

　

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
は
、国
民
健
康
保
険

の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で

す
。市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
８

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

〜
在
宅
介
護
を
支
援
し
ま
す
〜

　
市
は
、寝
た
き
り
な
ど
重
度
の

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
へ
、そ

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
家

族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、申
請
の
手
続
き
方
法

な
ど
は
、高
齢
者
福
祉
課
介
護

保
険
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
生

活
室
、市
内
の
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、居
住

し
て
い
る
人

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人

③
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
人

支
給
対
象
者

該
当
要
件
の
①
～
③
す
べ
て
に
該

当
す
る
高
齢
者
を
本
年
２
月
１

自衛官を募集します〜平和を仕事にする〜
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

防衛大学校
推薦

18歳以上〜
21歳未満
高卒（見込み含）

9月5日〜 8日 9月24日・25日

一般 9月5日〜 30日 11月5日・6日

防衛医科大学校 9月5日〜 30日 10月29日・30日

航空学生 8月1日〜 9月9日 9月23日

看護学生 9月5日〜 30日 10月22日

一般曹候補生

18歳以上
27歳未満

8月1日〜 9月9日 9月17日

自衛官候補生

男子 随　時 受付時にお知らせしま
す

女子 8月1日〜 9月9日 9月 25日〜 28日の
指定する1日

※待遇・給与など詳しくは、三次地域事務所にお気軽にお問い合わせください。
■問い合わせ／自衛隊三次地域事務所　☎ 0824-62-0350
　　　　　　　総務課行政係　　　　　☎ 0824-73-1123

日
か
ら
７
月
31
日
の
間
、在
宅
で

介
護
し
て
い
る
同
居
家
族
な
ど
。

支
給
額

　

在
宅
で
介
護
し
た
月
数
に
応

じ
て
、月
額
４
千
円
。（
医
療
機

関
、介
護
保
険
施
設
な
ど
に
月

の
初
日
か
ら
終
わ
り
ま
で
入
院・

入
所
し
て
い
た
月
は
除
く
。）

申
請
に
必
要
な
書
類

①
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労

金
支
給
申
請
書（
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
な
ど
の
確
認
印
が
必

要
で
す
。）

②
口
座
振
替
依
頼
書（
す
で
に

提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要
で

す
。）

③
印
鑑

※
①
、②
の
書
類
は
、高
齢
者
福

祉
課
介
護
保
険
係
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
室
、お
よ
び
市
内

の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
あ

り
ま
す
。

申
請
期
間

８
月
１
日（
月
）～
22
日（
月
）

支
給
の
時
期

９
月
下
旬
に
、指
定
の
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

人権啓発映画上映会

　本年度は「ブタがいた教
室」を上映します。
　新任教師と26人の小学
生が挑んだ「ブタを育て食
べる」授業―卒業までの 1
年間、真剣に“いのち”と向
き合った感動の実話です。

●総領会場（総領自治振興センター）
　7月6日（水）19：00〜
●口和会場（ヒューマンライツ）
　7月21日（木）19：00〜
●西城会場（ウイル西城）
　7月28日（木）19：00〜
●高野会場（高野小学校体育館）
��8月3日（水）19：30〜

●東城会場（東城老人福祉センター）
��8月19日（金）19：00〜
●庄原会場（庄原市ふれあいセンター）
��8月21日（日）14：00〜
●比和会場（比和文化会館）
��8月23日（火）19：20〜

問い合わせ　総務課行政係　電話 0824-73-1123
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公
園
の
夏
の
イ
ベン
ト
と
言
え

ば『
夏
ま
つ
り
』。今
年
は
７
月

30
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
開
催

し
ま
す
。

　

今
年
は「
１
万
本
の
ひ
ま
わ

り
畑
」、水
遊
び
コ
ー
ナ
ー
「
き

り
き
り
ま
い
」が
新
登
場
し
ま

す
。ま
た
比
和
自
然
科
学
博
物

館
、「
シ
ョ
ウ
バ
ラ
ク
ジ
ラ
展
」、「
コ

ガ
ネ
ム
シ
類
標
本
展
」を
開
催

し
ま
す
。そ
し
て「
昭
和
の
涼
し

さ
を
体
感
し
よ
う
！
」を
テ
ー
マ

に
、う
ち
わ
や
手
ぬ
ぐ
い
染
め
な

ど
の
手
作
り
体
験
を
開
催
し
ま

す
。お
楽
し
み
に
！

カ
ブ
ト
ム
シ
を
間
近
で
観
察

で
き
る
！

～
カ
ブ
ト
ム
シ
ハ
ウ
ス
公
開
～

　

公
園
で
は
、園
内
の
間
伐
材
な

ど
を
利
用
し
て
カ
ブ
ト
ム
シ
を

育
て
て
い
ま
す
。飼
育
用
の
ケ
ー

ジ（
か
ご
）を
作
り
、こ
の
中
に
間

夏が近づく
丘陵公園
７月の話題
問い合わせ　備北公園管理センター
☎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

伐
材
を
細
か
く
砕
い
た
チ
ッ
プ
や

腐
葉
土
な
ど
を
敷
き
詰
め
て
、カ

ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
が
成
長
し
や
す

い
環
境
を
整
え
ま
し
た
。そ
し

て
６
月
下
旬
現
在
、カ
ブ
ト
ム
シ

が
発
生
し
始
め
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、こ
の
カ
ブ
ト
ム
シ
を
観
察
で

き
る
よ
う
に
カ
ブ
ト
ム
シ
ハ
ウ
ス

を
公
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

【
カ
ブ
ト
ム
シ
ハ
ウ
ス
先
行
公
開

（
予
定
）】

と
き　

７
月
９
日（
土
）、10
日

（
日
）、16
日（
土
）、17
日（
日
）、

18
日（
祝
）

午
前
の
部

受
付　

10
時
～
10
時
30
分

観
察　

10
時
30
分
～
11
時

午
後
の
部

受
付　

13
時
～
13
時
30
分

観
察　

13
時
30
分
～
14
時

　

北
案
内
所
前
集
合
後
、係
員

が
現
地
に
ご
案
内
し
ま
す
。

【
夏
休
み
公
開（
予
定
）】

　

７
月
20（
水
）か
ら
８
月
中
旬

ま
で
公
開
予
定（
発
生
状
況
に

よ
り
早
め
に
終
了
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

　

※
詳
し
い
公
開
日
時
に
つ
い
て

備
北
の
か
が
や
き
発
行

「
備
北
の
か
が
や
き
」秋
冬
編

８
月
発
行
予
定

　

庄
原
市・
三
次
市
の
広
域
観

光
に
取
り
組
む
備
北
観
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
は
、『
楽
し
い
』

『
役
立
つ
』『
驚
き
』『
美
味
し

い
』の
４
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

備
北
地
域
の
風
物
、イ
ベ
ン
ト
情

報
、観
光
施
設
や
お
店
の
紹
介

な
ど
を
掲
載
し
た「
V
O
L・５

備
北
の
か
が
や
き
秋
冬
編
」の
発

行
を
８
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

V
O
L・４
に
引
き
続
き
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
備
北
地
域

の
秋
と
冬
を
満
喫
し
、新
た
な

出
会
い
、体
験
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

現
在
、こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲

載
の
協
賛
店
舗
を
募
集
し
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
、事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
事
務
局

☎
０
８
２
４

−

４
４

−

３
８
５
５

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
心
が
け
よ
う

　

走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、「
車
内
事

故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
７

月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、

転
倒
な
ど
で
思
わ
ぬ
け
が
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。バ
ス
か

ら
降
り
る
と
き
は
、バ
ス
が
停

留
所
に
着
い
て
完
全
に
止
ま
っ

て
か
ら
席
を
立
つ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

バ
ス
の
運
転
手
は
、安
全
運

転
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、や

む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。満
席
な

ど
で
立
っ
て
利
用
す
る
場
合

は
、つ
り
革
や
握
り
棒
に
し
っ

か
り
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

中
国
運
輸
局
広
島
運
輸
支
局

☎
０
８
２

−

２
３
３

−

９
１
６
６

（
社
）広
島
県
バ
ス
協
会

☎
０
８
２

−

２
６
１

−

３
２
３
８

は
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い

夜
の
昆
虫
観
察
会

　

み
ん
な
で一
緒
に
夜
の
公
園
探

検
に
出
発
！
樹
液
に
集
ま
る
昆

虫
を
観
察
し
よ
う
！

と
き　

７
月
30
日（
土
）

①
19
時
～
19
時
45
分

②
20
時
～
20
時
45
分

　

北
案
内
所
前
集
合
後
、係
員

が
ご
案
内
し
ま
す
。17
時
以
降

は
北
入
口
か
ら
の
み
お
入
り
い

た
だ
け
ま
す（
入
園
は
19
時
45

分
ま
で
）。

　

※
参
加
費
無
料
。駐
車
料
、

入
園
料
は
別
途
必
要
。

野
外
コ
ン
サ
ー
ト「
セ
ッ
ト
ス

ト
ッ
ク
'11
」開
催
♪

　

庄
原
の
夏
の
風
物
詩
、大
型

野
外
コ
ン
サ
ー
ト「
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
'11
」が
７
月
23
日（
土
）、24
日

（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

※「
夏
ま
つ
り
」の
イ
ベ
ン
ト
の
詳

細
は
、電
話
も
し
く
は
公
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あっぱれ
庄原
全国レベルの大会出場
者、全国・県レベルの大
会、市が共催する各種大
会などの上位入賞者を掲
載します。（敬称略）

県
大
会

広
島
県
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
３
日
・
東
広
島
運
動
公
園

体
育
館
）

●
女
子
形
団
体
戦　

優
勝

●
女
子
組
手
団
体
戦　

優
勝

早
田　

萌
（々
庄
原
中
３
年
）

中
村　

桃
花（
庄
原
中
１
年
）

伊
折　

ぽ
ぽ（
庄
原
中
１
年
）

広
島
県
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

（
５
月
７
日
～
８
日
・
広
島
市
安

佐
北
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

準
優
勝

中
田　

一
也

（
近
大
付
属
福
山
高
２
年
・
高
町
）

広
島
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会（
卓
球
競
技
の
部
）

（
６
月
４
日
～
５
日
・
広
島
県
立

み
よ
し
公
園
ア
リ
ー
ナ
）

●
学
校
対
抗（
団
体
戦
）　

優
勝

堀　

美
陽

（
近
大
付
属
福
山
高
２
年
・
小
用
町
）

堀
田
真
奈
美

（
近
大
付
属
福
山
高
１
年
・
上
谷
町
）

ピオーネ支店 三次市十日市中2丁目4番6号　本店　広島市中区八丁堀3番8号
フリーダイヤル
電話相談【無料】0120-08-4864 担当司法書士藤原快行・中村麗子

困りごと解決！SOLY大相談会開催

司法書士法人SOLY（ソリー）

http://soly.jp
（info@soly.jp）

～身近な法律のこと、お気軽にご相談下さい～

「遺言・相続」「借金問題」「成年後見」「登記手続」
他、この機会になんでもご相談ください。

日時：7月24日（日）　9：00～18：00
場所：本店（広島市中区）　※予約不要・相談料無料
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information

毎月９日は、しょうばら九日市
出店者募集中！あなたのお店を開こう。
毎月20日が出店申込締め切りです。
申し込みは　交流サロンラッキー

☎0824-72-0075
　　　と　き　８月９日（火）10 時〜 14 時
　　　ところ　中本町商店街周辺
　　　　　　　（のぼりが目印）
詳しくはHPでhttp://kunchi-ichi.main.jp

休日診療のご案内

●庄原地域

月　　日 診療所名 電話番号

7月17日（日） 戸谷医院 0824-72-3131

18日（月） 牧原医院 0824-72-0057

24日（日） 河本医院 0824-75-0311

31日（日） 笠間医院 0824-72-0535

8月7日（日） 庄原赤十字病院 0824-72-3111

●東城地域

月　　日 診療所名 電話番号

7月17日（日） 日伝医院 08477-2-2180

18日（月） こぶしの里病院 08477-2-5255

24日（日） 細川医院 08477-2-0054

31日（日） 東城病院 08477-2-2150

8月7日（日） 日伝医院 08477-2-2180

７月・８月の休日診療については、次のとおりです。

☎0824-75-4411

しょうばら九日市

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報BOX

８月

★８月の展示案内★
第 28回日本の自然写真コンテスト入賞作品
９日（火）〜 11 日（木）10 時〜 17 時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
　※�展示を希望される団体（または個人）はお申
し込みください。使用料はいりません。

【７月〜８月のイベント情報】

▼ゆめさくら講座
○癒しの空間づくりＫｏｕｚａ
　「夏の寄せ植え：多肉植物」
　とき　７月２２日（金）
　　　　朝の部１０時３０分〜１２時３０分
　　　　昼の部１３時３０分〜１５時３０分
　参加費　１,８００円　定員各１５人
○郷土料理教室
　「お盆の迎え団子と夏野菜料理」
　とき　８月３日（水）１０時〜１４時
　参加費　１,５００円　定員３０人

▼夏まつり
　とき　８月６日（土）〜１６日（火）
　※期間中、朝どり市は８時から営業します
　・楽しいイベントあり
　・お盆の花市（特設テントにて）
　１１日（木）〜１３日（土）８時〜１０時

▼土曜夜市
　とき　６日（土）１８時〜
　・懐かしい屋台とゲーム
　・�音楽の響演　庄原実業高校ブラスバンド
／永江太鼓／Clover’Four

　広報しょうばら5 月号で、庄原市から姿を消した蝶について記
しましたが、比和自然科学博物館に収蔵されている標本には、
以前この地方では見られなかった蝶が近ごろ見られるようにな
り、その採集日を記して収蔵されています。
　ナガサキアゲハ、イシガケチョウ、モンキアゲハ、ウスイロコノマ
チョウがそれらの蝶で、クロコノマチョウなども庄原市の山間部で
よく見かけられるようになっています。ナガサキアゲハが好む樹と
しては、ミカン、ナツミカン、カラタチ、ユズがあげられます。庄原市
ではカラタチ・ユズの周辺を飛んでいる姿が見られますが、この地
に土着し、世代を繰り返している確かな報告はまだありません。
　また、イシガケチョウが好む樹木はイヌビワとされ、県南部の幼
虫は主にイヌビワの葉を食べて成長します。この地方では、イヌビ
ワと同じ科のイチジクの葉を食べる幼虫が、残された葉や葉

よ う へ い

柄に
ぶら下がり蛹

さなぎ

になり、やがて羽化したものが観察されています。こ
のイシガケチョウも土着し世代を繰り返しているという確かな記録
はありません。モンキアゲハやウスイロコノマチョウ、クロコノマチョ
ウも温暖な地方の蝶で、地球温暖化とこれらの蝶が北上すること
に関連があるのか興味深いところです。

経済的に厳しい状況にある高齢女性
　高齢の単身女性は、経済的に厳しい状況に置かれており、約
4 人に 1 人が年収 120 万円未満となっています。
　女性は、結婚・出産・育児などの時期に一旦仕事を辞める人が
多く、就業年数が短い傾向にあります。その結果、高齢期の年金
などの額も少なくなると考えられています。

■広島県西部こども家庭センター　女性相談課
　（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）
　☎ 082-254-0391
■広島県北部こども家庭センター　相談援助課
　（配偶者暴力相談支援センター）
　☎ 0824-63-5181（内線 2313）
■庄原市役所　女性児童課　☎ 0824-73-1243

７月８月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

※６月末をもって、市役所車庫・東城文化会館以外の引き取りは
廃止されました。
※引き取り日が毎月第２・第４水曜日のみとなります。
※飼い犬・猫の引取りは有料になります。

【お詫びと訂正】
広報しょうばら６月号で「犬・猫の引き取り日・時間・場所」を誤って
掲載しておりました。大変ご迷惑をおかけしましたこと、深くお詫
びいたします。

犬・猫の引き取り
問環境政策課　☎0824-72-1398

問女性児童課　☎0824-73-1243
男女共同参画コーナー

配偶者・パートナーからの
暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

献血をつぎのとおり実施します。皆さんのご協
力をお願いします。
実施日 会　　場 受付時間

�７月
21日（木） ザ・ビッグ　庄原店 11時 30分〜 15時

７月
29日（金）

口和文化ホール
（ヒューマンライツ）

10時〜 11時 30分
12時 30分〜 15時

献血のご案内
問保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

人の動き
平成23年５月末日現在

［住民基本台帳登載人口］
人口　４０,１７４人（前年比−７０６人）
男　　１９,１１４人（前年比−２９２人）
女　　２１,０６０人（前年比−４１４人）
世帯数　１６,００６世帯（前年比‐６２世帯）

[各地域の内訳]
○庄原地域　１９,２３９人（７,７６５世帯）
○西城地域　  ４,１７０人（１,５５９世帯）
○東城地域　  ９,０４３人（３,７８２世帯）
○口和地域　  ２,３１１人（８５２世帯）
○高野地域　  ２,１１９人（７０９世帯）
○比和地域　  １,６８８人（６６４世帯）
○総領地域　  １,６０４人（６７５世帯）

［外国人登録人口］
○人口　３１０人（前年比‐１１人）

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課庶務係　　☎ 0824-73-1197

ふれあい市長室の日程
問情報政策課広報広聴係☎0824-73-1159

とき　　８月６日（土）９時～１２時
ところ　高野支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

広報日記
　「山ガール」。ここ２、３年でよく耳にするようになっ
た言葉ですが、アウトドアブランドやグッズに身を包
み登山を楽しむ若い女性を指します。その山ガール
が庄原市の魅力を紹介していく夏のキャンペーンが
展開されます。「暑い夏は庄原で涼みませんか？」こ
こにも節電のヒントが隠れているようです。奥

■高齢単身世帯（65 〜 74 歳）における低所得層の割合（年間収入）

引き取り日 時　　間 場　　所
庄原
地域 毎月第２・第４水曜日

７月１３日・２７日
８月１０日・２４日

９：００〜９：３０ 市役所車庫

東城
地域 １０：４０〜１１：１０ 東城文化会館

H20 内閣府「高齢男女の自立した生活に関する調査」より
※「収入」は税込み。就業による収入、年金などによる収入のほか、預貯金
の引き出し、家賃収入や利子などによる収入も含む。

比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005
開館　９時～17時（年末年始休館）

60 万円未満　　　　　　    60 ～ 120 万円未満　　　120 ～ 180 万円未満

180 ～ 300 万円未満　　　300 ～ 480 万円未満　　   480 万円以上

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

男性単身世帯

女性単身世帯

5.6％

5.6％ 20.7％ 30.3％ 31.8％
4.5％
3.5％

12.0％ 16.7％ 38.0％ 15.7％ 7.4％

イシガケチョウ　♂ ナガサキアゲハ　♀
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再
生
紙
使
用

７月18日（月）～31日（日）は、24時間受付。

※市の補助金を活用し共聴施設を整備される方は、
　情報政策課情報政策係へ連絡をお願いします。 ☎ 0824-73-1113

　

国
道
１
８
３
号
線
沿
い
に
あ
る
、美
古
登

郵
便
局
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
バ
ラ
が
見
ご
ろ
を

迎
え
、道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
花
壇
は
、同
郵
便
局
の
向
い
に
お
住
ま

い
の
竹
内
聖
子
さ
ん
が
10
年
ほ
ど
前
に
始
め

ら
れ
た
も
の
で
、「
全
国
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
０
５
」で
地
域
振
興
賞
を
受
賞
さ
れ

た
作
品
で
す
。市
内
の
花
の
愛
好
家
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
て
い
る「
し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
」が

進
め
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の一
環
と
し
て
、見

学
会
の
場
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。つ
る

バ
ラ
が
主
で
、季
節
の
花
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。満
開
シ
ー
ズ
ン
に
は
バ
ラ
を
バッ
ク
に
撮
影

す
る
見
学
者
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

加
藤　

和
子（
西
城
町
）

応
募
方
法

　

写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。風
景
写
真
は
も
ち
ろ
ん

人
物
写
真
で
も
結
構
で
す
。あ
な
た
の
好
き
な

庄
原
市
の
風
景
を
写
真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、こ
の
写
真
へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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募
先
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美
古
登
郵
便
局
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

（平成 23 年６月９日撮影）

し
ょ
う
ば
ら百
景

SHOBARA
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